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「──君がひとりでするところを見てみたい」




　ラグジュアリーホテルの上質なベッドの上、うっとりするほどきれいな顔でそう請われ──恥ずかしくて嫌だと拒否したい気持ちと、見られたいという背徳的な欲望が、芙ふ美みの中でせめぎ合った。

　彼をちらりと見れば、拒否は許さないという意思を秘めた強い眼差しに捉えられる。

　心臓がバクバクと逸り、下腹部の最奥から熱がせり上がってきた。

　身体は命令を受けたロボットのようにぎこちなく動いた。今日のために買った服を、震える手が一枚、また一枚と剥いでいく。

　その間も、目の前の男は芙美から視線を外すことなくずっと見つめている。

　導かれるように上下の下着だけになった時、手はそこで止まってしまった。

「続けて」

　無情に思えるが、彼の目には欲望の火が燃えているのが分かる。

　躊躇って躊躇って、でも身の内から迸る情欲にはかなわなくて。

「……」

　芙美は座ったままショーツの両端に手をかけ、ゆっくりと下ろした。

　下腹部を覆う布がなくなり、思わず膝頭同士を擦り合わせてしまう。

　もじもじとしていると、彼は美しい笑みで言った。

「いつもしてるようにすればいいんだ、芙美」

「い、つも、みたいに……」

　普段しているあれを、彼に見せるのだと思うと、背筋がゾクゾクした。

　震える手で両の膝を掴み、そっと開く。襞が立てる、ぬち……と湿った音で、内腿の奥がかなり潤んでいるのが、自分でも分かった。

「……」

　もう一度彼を見ると、変わらない表情でこちらを見据えている。その距離、わずか一メートル半。

　ベッドの足下の方に椅子を持ち込んで座り、芙美の秘めた部分に視線を向けている。

（見られてる……）

　普段誰にも見せないところをつぶさに見つめられ、名状し難い気持ちになる。

　蜜口がずくん、と疼く。

　たまらなくなって指を伸ばしそこに触れると、くちゅ……と濡れた音がして。もうだいぶ愛液があふれてきていることに気づかされる。

「……っ」

　少しだけ力を強めて触れると、もうダメ。スイッチが入ってしまった。

　泥濘に指を埋め、ぐちゅぐちゅと掻き回す。

　時折、蜜に塗れた指先で花芯を掠める。

「っん、あぁ……っ」

　空いている手で、まだ身につけたままのブラジャーのカップを押し下げ、すでに硬くなっている先端をくにくにと摘まんで揉む。

　ここまで来ると、見られていることなんて関係なくなってくる。むしろ、見られているからこそ、余計に昂ぶってしまう。

　ただひたすら、自分の快楽を求めるだけだ。

　何度も何度も表層を愛撫して、それからひくついた膣口に指を差し入れる。

　身体が自然と指を締めつけた。

　じゅぷじゅぷと抽送を繰り返しつつ、指を折り曲げて膣壁を擦る。

「あ、あっ……ん、あん……」

　気持ちがいいのは秘裂なはずなのに、何故か食い締められている指の方までが快感を覚えている気がしてきた。

　ぞわぞわと首筋で快感が燻り始める。

　胸を愛撫していた片手はいつの間にか降りてきて、突起を覆う包皮をずらしていた。

　露わになった陰梃は、真っ赤に熟んで粒だっている。

　芙美はそこに蜜を垂らしては拉ぎ、拉いでは濡らす。

「へぇ……芙美はいつもそうやってひとりでしてるんだな。……気持ちいい？」

　ずっと黙って見ていた彼は、情火を灯した目を細めてくる。

　でもそんな様子を気にしている余裕は、もう芙美にはない。

「んっ……、きもちぃ……っ」

　両脚をはしたなく開ききっているので、芙美の秘裂はもう完全に暴かれてしまった。

　羞恥心を捨て去った行為は、その代わりに壮絶な快感を連れてくる。

　いつもより濡れ方がかなり激しくて、いつもよりずっとずっと気持ちよくて……とにかくよすぎて、頭の中が白くなっていく。

「あぁっ、んっ、いい……っ、も、いっちゃ……っ」

　その時が近くなり、芙美の指の動きが速くなった。

　つま先がピンと張り、肢体が弓なりにしなる。

　陰核をぐにゅぐにゅと押し揉み続け、わずかに力を強めたその瞬間──

「あぁぁああああ────！」

　身体のしなりが激しくなったと思うと、急に腰が弾んだ。

　びくんびくんと何度も痙攣し、そして力を失ったように全身がマットレスに沈んだ。

　四肢はあちこちに投げ出され、そぼ濡れた蜜口は未だひくひくと疼きを見せていた。

　薄く開いたまなじりからは涙が一筋こぼれ落ちている。

「は……はぁ……」

　焦点の合わない視界の中に、ぼんやりと彼の笑顔が見える。

「……よくできたな、芙美。偉いよ」

　乱れた髪を梳かれ、頭を撫でられた。

　それがまた気持ちよくて、芙美は体内で燃え残った情欲に再び火が点くのを感じたのだった。







第一章 便利屋で働いているわけ








　工業団地の風景はどこか無機質で彩りに乏しい。

　その中にオアシスのように存在する公園は、周囲で働く社会人たちの憩いの場所になっているようだ。

　昼の十二時を過ぎているためか、園内にいくつも置かれたベンチで食事をしている姿が見受けられる。

　芙美はそういう人たちの邪魔にならないよう、公園の中をゆっくりと歩いていた。その姿は、散歩にしてはどこか違和感がある。

　しかもキョロキョロと視線をあちらこちらへ泳がせていた。時にはしゃがんで植え込みの中を確かめる。

（不審者に見えるわよね、きっと……）

　明らかに挙動不審な女を、周囲の人々は訝しげに見ているだろう。かろうじて『便利屋』のジャケットを着ているので、仕事中だと思ってくれるといいのだけれど。

「依頼人の足取りを考えると、この公園だと思うんだけど……」

「公園のトイレに入って、手を洗って、気づいた時にはすでになかったというんだからね」

「男子トイレにはなかったんですよね？　清し水みずさん」

「なかったねぇ。水道付近はくまなく見たけど、指輪は落ちてなかった」

　今日一緒に組んでくれている清水が、トイレの周りをぐるりと回ってきた後、かぶりを振った。

「そうなると、ハンカチで手を拭いた時に抜け落ちた可能性が高いですよね。ここから自宅までハンカチを使った覚えはないそうですし。ハンカチの中に包まれていればよかったけど、ハンカチにもスーツのポケットにもなかったらしいので、多分、この公園の、トイレ近辺……っ、あ、あったかも」

　トイレを囲むように敷かれているタイルと砂地との境目に、刺さるように細い指輪が落ちていた。

　芙美はまずその状況をカメラで撮影する。少し離れた場所から指を差した状態と、近距離からと。

　その後、指輪を摘まんで引き上げると、目の前に掲げた。内側に掘られている文字をルーペで見て、自分たちが探しているものだと確信した。

「こんなところにいたのか～。上手いこと隠れてたねぇ」

　ニコニコしながらそれを手持ちの布に包み、さらにジッパーつきビニール袋に入れた。

「依頼人に電話しようか、芙美ちゃん」

「お願いします」

　芙美は指輪の入ったビニールをもう一度目の前に掲げ、

「持ち主さんのところに帰れるよ。よかったねぇ」

　と、満面の笑みを見せた。

『物』に話しかけるなんておかしいとは自分でも思うけど、嬉しくてたまらなくて、毎回こうして話しかけてしまうのだ。

　こんな風に喜んで喋っている姿を、まったく知らない人にじっと見られていたなんて、この時の芙美は気がつかなかった。







「本当に、本当にありがとうございました！　助かりました！」

　嬉しそうに頭を下げて去っていく後ろ姿を見つめながら、芙美はほぅ、とため息をついた。

（今日の仕事もちゃんとできた……！）

　胸の前できゅ、と小さくこぶしを握ると、くるりときびすを返し、事務所の中に戻った。

「芙美、お疲れさん。しっかし、よく見つけたなぁ」

「ほんと、見つかってくれてよかったです。今回も頑張りましたよ、社長」

「そんな隙間に偶然落ちてるなんて思わないよな、普通は」

「でも絶対、トイレ周りにあると思ったんで」

「ともかく、お疲れ」

　相あい澤ざわ芙美は便利屋『ハンディサム』のスタッフとして、日々動き回っている。

　担当しているのは主に『探し物』。文字どおり、依頼人がなくしたものを探し出す仕事だ。

　社長は芙美の叔父・塚つか原はら理おさむ。

『便利屋』の英語『ｈａｎｄｙｍａｎハンディマン』と、彼の名前『オサム』から、社名を『ハンディサム』としたそうだ。

　従業員は十五名ほど。

　ペット探しから遺品整理まで、犯罪行為でなければ割とどんなことも引き受けるので、依頼は途切れずに来る。経営は順調だ。

　理も従業員も皆親切で、居心地がいい。

　芙美は一般企業から転職した。給料は下がったものの、ここに来てよかったといつも思っている。

　勤務時間という概念はほぼ存在しない。自宅にいて依頼があれば呼び出される勤務形態もあれば、事務所で待機し接客を担当するスタッフもいる。

　臨機応変に対応するのが、この便利屋のポリシーだ。

　今日も二十代男性の依頼で、急遽、なくした結婚指輪を探していた。

　結婚したばかりの超新婚で、指輪がわずかに緩かったという。

　新婚で指輪をなくしてしまえば、妻を悲しませてしまうと、男性は必死だった。

　ともかく、見つかってよかったと思う。

　気分を高揚させながら、芙美は帰宅した。







「ふぅ……」

　神奈川県桜さくら浜はま市内、白しろ山やま本ほん町ちょう駅から徒歩十分ほどの住宅街にある独身者用マンション──そこが芙美の自宅だ。

　職場から帰ってきてすぐにシャワーを浴び、緑茶のペットボトルを片手にベッドに腰かけた。

　三分の一ほど呷った後、ペットボトルに蓋をして、近くにあるテーブルにそれを置いた。

　はぁ、と大きく息をつくと、部屋の照明を細くしてベッドに潜り込む。

　夕飯は食べていない。今の芙美には、食欲を完全に上回る欲があった。

　薄がけ布団の中で、芙美はルームウェアのパンツとショーツを一気に脱いだ。

　わずかに震える脚を少しだけ開いて、内腿の最奥に手を差し入れる。

　薄めの和毛を忙しなくかき分け、襞のあわいに中指を埋めた。

　くちゅ……と濡れた音がする。

（お風呂出たばかりなのに、もう濡れてる……）

　確かめるように指を前後させた後、さらに脚を開き、膝を立てた。

　慎ましく閉ざされていた秘裂が、ぱっくりと開き、奥の襞や蜜口が空気に晒される。

　芙美はそこに指を宛がい、ゆっくりと円を描いた。

「ふ……っ」

　極力声を抑えようと思っているが、どうしても鼻から抜けてしまう。

　それに、声を抑えても蜜口から響く淫らな音が、布団の中で反響した。

「……ぁっ」

　気持ちよくて、全身に鳥肌が立つ。

　そのまま泥濘で指を遊ばせていると、新しい蜜液がどんどんあふれてきた。

　ぐちゅぐちゅと攪拌しながら、もう空いている手の指で陰核を押しつぶす。

「っ、はぁ……っ」

　全身が大きく震える。

（きもちぃ……っ）

　もうすぐにでも達してしまいそう。

　自分を駆り立てる指が止まらない。

　ぬちゅぬちゅとぬめる音が大きくなって、芙美の身体の奥から快感を引き出してくる。

　内腿を伝って蜜がシーツまで垂れてくるが、そんなことはもうどうでもよくなっていた。

　とにかく、気持ちよくなりたくて仕方がなくて。

　ひたすら快楽を貪った。

　じゅぽじゅぽと指で膣内を擦り上げ、ぐにぐにと花芯を押し潰した。

　下腹部の奥から波が押し寄せてくるのが分かり、芙美は後押しするように力を加える。

　刹那、震えていた腰が大きく跳ね上がった。

「あぁ……んっ」

　ひときわ大きく身体を震わせて、芙美は達した。

　急速に心身が静寂を迎えるものの……。

「はぁ……ん、ゃ、たりない……」

　荒くなった息が整う間もなく、布団から伸びた手がベッドの下を探る。そこに置かれたカゴの中には、小さなローター。

　芙美はそれを手にする。

　我慢ができないとばかりにそれを襞に押し当てて。スイッチを入れる。途端、ヴヴヴ……と小さな電子音が鳴った。

「んぁあ……っ」

　指とは比べものにならないほどの刺激が秘裂を震わせる。

　凄まじい快感で、あっという間に身体の最奥から快感が生み出されていく。

「っ、あ、あ、ゃ……っ、いく……」

　ものの十数秒で、もう昇り詰めてしまった。それでも芙美はローターを離そうとしない。

　前後に動かしながら、気持ちのいい箇所を探す。

　それが花芯に触れた瞬間、腰がびくん、と疼いた。

「あんっ、いぃ……っ、も、だ、め……っ」

　それから少しして、三度目の絶頂を迎えた芙美はふわふわとした気持ちでシャワーを浴び直した。

　一見おとなしく見える芙美は、実は性欲が強い。

　特に仕事が成功した日の夜は、身体が疼いて疼いてたまらなくなる。

　何度も何度も達して満たされてから眠りに落ちるのが、いつものパターン。

　欲求不満が過ぎると自分でも分かってはいるものの、どうしてもやめられない。

　芙美の容姿は、どうやら一般的に言えば『美人』らしい。正統派な顔に、ほんのり色気が漂っているという。色気なんて、自覚したことはあまりないが。

　だからその気になれば彼氏などすぐできると、周囲にも言われる。

　彼氏がいれば性欲だって満たされ、心身ともに充実した日々を送れるはずだ。

　そんなことは言われなくても分かっている。

　芙美だって本当は、彼氏と抱き合って満たされたい。

　けれど芙美には重大な問題があった──男性が怖いのだ。いわゆる『男性恐怖症』というやつで。

　静岡で生まれ育ち東京の大学を卒業した芙美は、神戸に本社を置くＩＴ企業に勤務していた。

　最初の一年半は順調にキャリアを積んできた。恋愛も人並みにしていた。

　しかし二年目のお盆を過ぎた頃から、身の回りで妙なことが起こり始める。

　会社で使っている私物がなくなったり、自宅の郵便受けに匿名のプレゼントが入っていたり。

　会社から自宅への帰路で、誰かが後をつけていると分かったのは、それから一ヶ月後。

　怖くて怖くて、警察に相談したけれど、パトロールを強化するくらいしか対応してもらえなかった。

　防犯ブザーを持ったり、なるべく人通りの多い道を通ったり、自分でも気をつけたけれど、ストーカーらしき人物の影は消えてはくれず──その正体が判明したのは、警察に相談した二週間後。

　たまたま、本当にたまたま、用事で会社を早退し、いつもより早く自宅マンションに帰宅した時、芙美の部屋の郵便受けに封筒を入れている男を見かけたのだ。

　芙美の会社に出入りしている、取引先の社員だった。

　一言二言、挨拶を交わしたことはあったものの、名前すら知らない相手だったので、芙美は困惑した。

　しかし男は彼女のことをよく知っているようで「今日は帰って来るの早いんだね」と笑って言った。

　震えながら「帰ってほしい」「もうつきまとわないで」と告げたものの、ストーキングは止まらず。

　警察に相談し、拒否し続け……最終的に、男は芙美を襲おうとして逮捕された。

　待ち伏せされて部屋に押し込まれ、口にテープを貼られて暴行されそうになったところに、警官が踏み込んできた。

　たまたま隣人が押し込まれるところを目撃しており、一一〇番してくれたのだった。

　男の両親が弁護士を雇い、芙美に二度と近づかないことを条件として示談に持ち込んできた。

　刑罰を与えられないのは悔しいが、とにもかくにも早く縁を切りたかったので、その条件を呑んだ。

　以来、男は姿を見せなくなり、一応の解決は訪れる。

　しかし芙美は、未遂とはいえ暴行の現場になった自分の部屋に、一人ではいられなくなった。

　そして、男と出会った会社にも行けなくなってしまった。

　苦しんで悩んで──退職を考え始めた時に助けてくれたのが、叔父の理と、彼の娘で従姉の夏なつ子こだった。

　理は便利屋、夏子は家事代行サービスを経営しており、芙美にそこで働かないかと誘ってくれたのだ。

　芙美は神奈川県へ転居し、ハンディサムで働くことになった。家事が比較的得意だったので、夏子の会社の方にも時々駆り出されている。

　しかし事件以来、芙美は家族以外の男性と接触すると、拒絶反応を示すようになってしまった。

　だから初めは、男性スタッフと組んでの仕事はできなかった。

　理が芙美の社会復帰に際しかなり気を使ってくれて、少しずつ距離を縮めていくことに。

　彼らがあの男とは違う人種だと実感し、バディを組めるようになったのは半年後だった。

　しかし未だに、身体的接触はほぼできていない。握手すらもかなりの勇気が要る。

　それに普通の会話なら問題なくできるが、ひとたび好意という名の下心を向けられると、怖くてたまらなくなるのだ。

　ハンディサムの男性スタッフは芙美の事情を知っているので、必要以上の接触をしないでくれているが、そうでない他人は容赦がない。

　なまじ見た目がよいからか、神奈川に引っ越ししても声をかけてくる男性はたびたび現れ──結果、芙美は化粧とお洒落を諦めた。

　長い髪を後ろでくくり、眼鏡をかけた。服装も目立たないようにした。

　地味化が功を奏し、滅多に声をかけられなくなり、過ごしやすくなった。

　このままでいいとは思っていないけれど、それでもしばらくはこれでいい。

　心おきなく仕事に打ち込めるから。

　便利屋は人と接する機会が多い仕事ではあるが、理がなるべく女性の顧客の担当に回してくれていた。

　今日はたまたま男性からの依頼だったが、直に接する機会がほとんどなかったので大丈夫だった。

　カウンセリングも受けてはいるが、未だに男性と近づくのは怖いから。

　そんな風に男性との関係をほぼ絶ってきた芙美だが、ストーカー事件より前から性的欲求が人並み以上にあった。

　けれど過去の彼氏には、自分の性欲について打ち明けるなんてできなくて。それを自慰で解消してきた。

　男性とセックスをしなくなって三年経つけれど……時々無性に抱かれたいと思ってしまうようになった。

　自慰は自慰でしか、セックスはセックスでしか満たされない部分が、それぞれあると気づいたから。

　一度はマッチングアプリや女性向けの風俗なども考えたけれど、見知らぬ男に触られると思っただけで怖くて萎えてしまった。

　でも性欲は抑えがたく、やっぱりガツガツと貫かれたい衝動に駆られてしまう。

　芙美は今、性欲と男性恐怖症の狭間で悶々としていた。







第二章 何故この人は平気なのだろう……








　新婚男性の指輪を探し当てた数日後、ハンディサムに一人の男性がやってきた。

「錦にしき恭きょう二じと申します」

　そう名乗った男は、見るからにセレブな雰囲気をまとっていた。

　意志の強そうなアーモンドアイ、その上で形よく整えられた眉、きれいに筋の通った鼻梁、絶妙なつやのあるくちびる、コシのある黒茶色の髪──すべてのパーツに品がある。

　それらが集まって作られた顔は、それはそれは美しかった。

　傍らにいる女性スタッフが、うっとりと見とれているほどだ。

　スーツ姿の錦が名刺入れから一枚取り出し、テーブルの上に置いた。

「──ＮＩＳＨＩＫＩグループにお勤めなんですね。ひょっとして……」

　理が名刺と本人を見比べる。紙面には『株式会社ＮＩＳＨＩＫＩ　経営戦略部』と書かれていた。

「社長は私の父です」

　そこにいた誰もが納得してうなずく。

　ＴＡＮＡＫＡグループの田中やＳＵＺＵＫＩグループの鈴木ならともかく、ＮＩＳＨＩＫＩグループ勤務の錦だ。関係ないという方が無理がある。

「どんなご依頼なのか、お聞かせくださいますか？」

「実は探してほしい人がいます」

「そういうことでしたら、興信所や探偵に依頼した方がいいのでは？」

　ハンディサムは便利屋なので、やばい事情でもない限りは人探しを引き受けることもやぶさかではない。

　しかしその方面のプロではないので、本当に探す気があるのなら興信所か探偵に依頼するのが賢明だ。

　理が尋ねると、錦はフッと笑い、そばに立っていた芙美に目線を移した。

「先日、そちらの女性が公園で指輪を探しているところを拝見しました。その時の、探し物に対する姿勢に感銘を受けたものですから」

「私……ですか？」

　いきなり指名され、芙美は面食らう。

「はい。あなたなら、私の依頼に誠実に向き合ってくださると思いました」

　錦が柔らかく笑った。

　芙美は驚く。

　初対面の男性と対峙する時はいつも、身体に拭いきれない苦手意識がまとわりついていた。たとえ相手が下心を持っていなかったとしても、じわりと背筋を這うような苦い感覚があった。

　ハンディサムの男性スタッフにも未だに感じている。

　理が芙美の事情を社内に周知してくれているので、あのストーカーのような男はいないと分かってはいるけれど、本当の意味では心を許せていないのだろう。

　それはもう芙美にはどうしようもないことだ。

　けれど今、目の前にいる錦恭二には、それを感じない。

　美形セレブだから、というわけでは決してない。顔や金で判断はしていないつもりだ。

　何故なら、芙美をストーキングしていた男も錦には及ばないものの、かなりのイケメンで資産家だったからだ。

　だからむしろ、美形は苦手なタイプだったりする。

　それなのに、錦には不思議と爽やかな空気さえ感じるのだ。

　どうしてだろうかと考えてはみるが、答えは出そうにない。

「芙美、どうする？」

　芙美の事情を一切合切把握している理が、気遣うように尋ねてきた。

　数瞬だけ考えたけれど、どうしてこの人は平気なのかを知りたくなった。

「お受けします」

　芙美は理の隣に腰を下ろした。

「現場には原則二人一組で伺います。今回はこの相澤に加え、私、塚原が担当することになると思いますが、ご了承ください」

　男性からの依頼だし、二人きりにならないよう、理は気を使ってバディになってくれるようだ。

　芙美はホッとして理に目で「ありがとう」と伝えた。

「それで結構です。ありがとうございます。報酬ですが、まず着手金として十万円お支払いします。それからそちらの規定の料金は別途お支払いして、さらに成功報酬として二十万円お出しします」

　錦の申し出に、理も芙美も目を丸くした。こんな太っ腹な依頼人、初めてだ。

「……芙美、なんとしても探し出すんだぞ？」

　理がにっこりと笑った。頭の中で電卓を叩いているようだ。

「場所は桜浜市内にある錦の本家です。そちらの都合と私の都合が合えばいつでもいいです」

　錦の依頼とは、彼の祖母の遺品である宝石箱の贈り主を探してほしいというものだ。

　本家には、解決の糸口になりそうな祖母の私物が置かれた部屋があるという。そこで彼と待ち合わせをすることになった。

　訪問予定を調整し、手つけを打った後、錦は帰っていった。

　芙美にとって『物探し』は、実はストーカーからいかにして逃れるかを模索していく過程で身につけたスキルだ。

　ストーカーがどういう足取りで人の後をつけるのかとか、どういう思考をしているのかとか、そういう心理を書物やネットで調べた。

　元々心理学やミステリー小説が好きだったから、調べるのは苦ではなかった。

　でも結局、穏便に済ませることは叶わなかったわけだが……。

　そして現在、調べたストーカーの思考を今の仕事に生かしている、というのが少し皮肉ではある。

（錦……恭二、さんか）

　もらった名刺の文言を見つめながら、芙美は彼の姿を思い出していた。

　見た目も身のこなしも、何もかもが上品だった。

　ＮＩＳＨＩＫＩグループは不動産全般を扱っている企業で、日本全国にショッピングモールも展開させている。

　芙美がよく行く桜浜駅前のモールも、ＮＩＳＨＩＫＩの傘下だ。

　錦恭二はそこの社長の息子だという。

　いわゆるセレブなのに、こんな小さな便利屋に仕事を頼むだなんて変わった人だと、芙美は少し困惑したものの、それ以上に彼に対しての興味が大きくなっていく。

　芙美を指名して報酬を上乗せまでして依頼してくれた錦は、一体どういう人物なのだろう。

　嫌悪感を覚えない男性、というだけでも芙美の中では稀有なのだ。興味が湧かないはずがない。

（早く仕事したいな……）

　依頼の日が待ちきれないと思ったのは、生まれて初めてだった。





　＊＊＊






「社長……ものっすごい豪邸ですね」

「だな」

　錦家の応接室に通された二人は、縮こまりながらソファに座っていた。

　周囲にある調度品のどれもが、いかにも高級品です、という見た目をしている。

　テーブルに置かれたティーカップ一つ取っても、いいものだと一目で分かる。

　二人でここまで来て錦邸を目にした時も、あまりの豪邸にドアベルを鳴らすのに躊躇したほどだ。

（ＮＩＳＨＩＫＩグループってすごいのね）

　歴史の香りを感じさせる洋館に、芙美はただただ感心するばかりだった。

「──すみません、お待たせしました」

　ノックの後、天然木のドアが開き、錦恭二が入ってきた。芙美と理は立ち上がり、頭を下げた。

「このたびはご依頼いただき、ありがとうございました」

「こちらこそ、お引き受けいただき、ありがとうございます」

　事務所に来た時と違い、錦はラフな普段着だった。

　それでもセレブなオーラは隠せないところが、彼のすごいところだ。

「早速ですが、ご案内します」

　ドアを閉じる間もなく、錦は部屋を出る。

　廊下で待ってくれている間に、芙美たちは荷物をまとめて彼の後に続いた。

　長い廊下をひたすら歩いた後、錦は一つの扉の前で立ち止まった。

「この部屋です。どうぞ」

　応接室と同じ材質のドアを錦が開いてくれたので、二人はそろそろと中へ入る。

「ここは……」

　そこは先ほどの部屋と同じく応接室のようで、真ん中にテーブルとソファがあった。

　さっきと違うのは、壁際には書棚やタンスなどが何台も置かれているところだ。

　それに生活の匂いがしない。わずかに埃が混じったような、独特の古い匂いがする。

　ひょっとしたらここは、倉庫として使われているのかもしれないと芙美は思った。

「ここにあるものはすべて、亡き祖母の形見です」

「おばあさまのですか？」

　ということは、やっぱり日常的に使われている部屋ではないのだろう。

「えぇ。依頼というのは、これです」

　錦は壁際のチェストの上に置かれた、アンティークの宝石箱を手に取り、芙美に手渡した。

「あ、ちょっとお待ちください」

　芙美は慌ててショルダーバッグから白い手袋を取り出し、両手にはめた。理もだ。

　そして恭しく受け取ると「落としたら大変なので」と言い、チェストの上に戻し、そこに置いたまま、そっと蓋を開いた。

「──オルゴールですね」

　外見は、ボルドーの地に金のすかし細工が施されたアンティークの宝石箱だ。同じ金素材で作られた猫足が可愛らしい。

　全体的にくすんでおり、一目で古いものだと分かる。

　蓋を開いてみると、右半分にオルゴールのフレームが収められていて、左半分は板張りの小物入れになっている。箱の下面にはゼンマイがついている。

「これもおばあさまの形見ですか？」

　理が尋ねると、錦がうなずいた。

「そうです。オルゴールの曲はバダジェフスカの『乙女の祈り』です。この宝石箱は、祖母が私にくれたものなんです。私が二、三歳の頃、何故かこのオルゴールを聴くのが大好きだったそうなので。それで……先日、掃除をしている時にこれをうっかり落としてしまって。箱とオルゴールは無事だったんですが、中の板張りが外れてしまったんです」

「それは大変でしたね。でもきちんと直っているようでよかったです」

　芙美が中をよくよく眺めながら言う。

「ここからが本題なのですが……板張りを外した中に、これが入っていました」

　錦が折りたたまれた紙を差し出した。

「拝見します」

　紙を受け取り、破らないように開く。少ししわのよった和紙の一筆箋には、こう書かれていた。

『私の一番大切なものを貴女に送ります。聖母のような貴女にぴったりな曲です』

　聖母のような貴女にぴったり──『乙女の祈り』は聖母マリアを描いた曲だと言われているからだろう。

「そして外した板の裏にはこれが」

　錦が小物入れ部分のビロードの張られた板を慎重に外し、裏返した。

『古ふる河かわシズコ様より　昭和四十一年』

　たおやかな筆致で書かれたその文字は、祖母の筆跡だと錦が言った。

　つまりこのオルゴールは、古河シズコという女性から、錦の祖母に贈られたものなのだろう。

「依頼というのは、この古河シズコという女性の行方です。もしまだご存命なら、このオルゴールを渡したいと思っています」

　自分のような男が持っているより、祖母に一番大切なものを贈ってくれた女性の元へ帰った方が、このオルゴールも幸せだろう──錦が言った。

「やはり、バリバリの人探しですね」

　理が苦笑いをする。

　ハンディサムの本来の仕事とは、かなりかけ離れているからだろう。

　ペット探しは何度も請け負ったことがあるが、さすがに人探しは初めてだ。

「この部屋にあるもの、すべてを調べてくださってかまいません。私も手伝います。どうかよろしくお願いします」

　錦が頭を下げた。

　芙美は早速、部屋の中を見回した。そこにあるものは、すべて上質なものに見える。置かれた家具は、応接室にあったものと同じくらいに高級感がある。

「──おばあさま、読書家だったのですね」

　大きな書棚にずらりと並んだ書籍たちに、芙美は目を滑らせた。

　かなりの量で、おそらく二千冊以上あるだろう。

「えぇ、日がな一日本を読んでいるような、物静かな女性だったそうです。私が四歳の頃に亡くなったので、記憶はほとんどないのですが」

「私も本を読むのが好きなので、ラインナップにすごく興味があります」

　棚には純文学からエンターテイメント小説、そして漫画まで、さまざまなジャンルの本が並んでいた。

「おばあさま宛のお手紙などはないのですか？」

　理が錦に尋ねた。

「手紙に関しては、もう調べてみたんです。祖母宛のものはすべて。古河シズコさんが差出人の手紙はありませんでした」

「なるほど。では他のヒントを探した方がよさそうですね」

　彼らが話している間も、芙美はひたすら書棚に目を奪われていた。

「……ん？」

　みっしりと並んだ本の中に、数冊だけ書店のカバーがかけられたものがあった。

　芙美はその中の一冊を取り出し、そっとめくる。

「『初はつ戀こい』……織おり広ひろ慶け佐さ次じ……って、聞いたことのない作家だわ」

　パラパラとめくっていくと、どうやらそれはオムニバス形式の短編集のようだ。

　ヒロイン『笠かさ間まチホコ』を巡る恋愛物だ。

「へぇ……面白そう」

　じっくりと読み込んでいる時間がないのが残念だ。

　芙美は本を閉じ、元の場所に戻した。

　そしてカバーのついた他の本を、すべてめくってみる。

　どれもすべて作者は織広慶佐次だ。

　どんな作家なのか気になり、芙美はスマートフォンを取り出し、彼の名前を検索してみた。

　織広慶佐次は昭和後期に活動していた作家で、数冊出しただけで筆を折ってしまったようだ。

　その数冊も、それほど売れなかったという。

（ほぼ無名作家というわけね……）

「織広慶佐次……おりひろけさじ……。っ、あ……っ」

　芙美は何かに急かされたように、スマホのメモアプリを立ち上げた。

　頭の中で整理しながら、そこに数行の文言を入力する。

　そしてもう一度『初戀』を取り出して、中身を確認した。

　ぶつぶつと呟きながら、ひたすらスマホに入力する。

　そして何かを噛みしめるように、しばらく目を閉じた。

　声には出さずに呟きを続けつつ、頭の中にある不揃いのデータをきちんと整理していく。

「──錦さん」

　大きく深呼吸をした後、芙美は目を開き、錦の名を呼んだ。

「なんでしょう？」

「差し支えなければ、おばあさまのフルネームを教えていただけませんか？」

「錦皐さ月つきですが」

「錦、皐月……。うーん……違うなぁ……。あ、そうだ。錦さん、おばあさまの旧姓、分かります？」

　芙美は首を傾げて唸った後、錦に尋ねる。

「旧姓ですか……祖母の旧姓は『三み島しま』です。三島皐月」

　錦は要領を得ない、という表情で、それでも芙美に尋ねられたとおりに答える。

「三島皐月……みしまさつき……。うん、やっぱり」

「祖母の旧姓がどうかしましたか？　相澤さん」

　芙美の言動が気になって仕方ないのだろう。錦は食い気味に問いかけてくる。そんな彼をまっすぐ見据えて、芙美は答えた。

「……錦さん、古河シズコさんが誰なのか、分かりました」

「……え？」

「は？」

　錦と理が二人同時に驚き、顔を見合わせる。

　信じられない、といった様子だ。

「まず、これを見てください」

　芙美は手にしていた『初戀』のカバーをそっと外し、二人に見えるように表紙を掲げた。

「『初戀』……織広慶佐次、ですか。知らない作家ですね」

　錦がかぶりを振る。隣では理が同様に首を振っている。

「この方が『古河シズコ』さんです」

「え……っ、どういうことですか？」

「『織広慶佐次』をシーザー暗号とアナグラムを使って変換したものが『古河シズコ』なんです。まず『オリヒロケサジ』を五十音表に当てはめて一文字ずつ下げます。すると『カルフワコシズ』となります。さらにそれを並べ替えると……」

　シーザー暗号とは、ある文字列を決まった文字数だけシフトさせて暗号化する手法だ。

　たとえば『アイウエオ』をそれぞれ一文字分下にシフトさせると『イウエオカ』になる。

　そしてアナグラムというのは、文字列を並べ替えて別の文字列を作る暗号。

　芙美は古河シズコという女性は、それらを使って作られた架空の人物の名前だと言った。

　いや、架空というのは正確ではない。実在の人物『織広慶佐次』をもじって作ったのだから。

　芙美はスマートフォンで開いてあったメモアプリの画面を二人に見せた。

　そこには、

　オリヒロケサジ→カルフワコシズ→フルカワシズコ→古河シズコ

　と書いてあった。

「本当だ……」

「私の想像ですが、織広慶佐次さんは、錦さんのおばあさまの独身時代の恋人か、もしくは叶わなかった恋のお相手なのかもしれません」

「どうして分かるんですか？」

「それはこの本の中に答えがあります」

　芙美は先ほど見せた本を再び掲げた。

「『初戀』の中に？」

「この本のヒロインの名前は『笠間チホコ』という名前なんですが、これもまたシーザー暗号とアナグラムで変換すると……」

　芙美が見せた画面にあったのは

　カサマチホコ→キシミツマサ──

「ミシマサツキ！」

　錦と理が同時に叫んだ。二人とも目がキラキラと輝いている。

「そういうことです。この作品のヒロインのモデルは、おそらく三島皐月さんです」

　織広慶佐次は下にシフトさせていたが、三島皐月は逆に上にシフトし、『笠間チホコ』に変換されていたようだ。

「まさか……本当に？」

「ひょっとして、錦さんのおばあさまとおじいさまは、親が決めた許嫁同士の結婚だったのではないですか？」

「確か……そうだと聞いています。祖母は没落した華族の末裔で、戦後に資産家になった錦家と、いわゆる政略結婚だったそうです」

　恭二は記憶を辿るように、上を向きながら答えた。

　昭和後期でも、セレブの中では政略結婚や許嫁というものはまかり通っていたのだろう。

　芙美にしてみれば、物語の世界のようで現実味はないが。

「やっぱり……。織広慶佐次さんの作品にだけカバーをかけて大切にしていた点、名前をわざわざ暗号化してさらに隠していた点を鑑みると、お二人は叶わぬ恋をしていたのではないでしょうか」

　皐月には幼い頃から決められた許嫁がいた。

　けれど慶佐次と恋に落ち、秘やかに愛を育んだ。やがて時が来て、皐月が嫁ぐ日がきた。

　慶佐次は自分が大切にしていたオルゴールを、愛する人に贈った。今生の別れの印として──

　芙美の中に、そんなストーリーが浮かんだ。

　慶佐次は成就しなかった恋を、本にしたためた。

　作中でなら彼女との縁は成就する。彼女と幸せになれた。

　それが小説『初戀』なのだろう。

　芙美は自分の考えをすべて錦に伝えた。

「なるほど……」

「それにしても芙美、よく分かったな」

　理が唸りながら首を捻った。

「前に同じような暗号が使われているメッセージを、小説で読んだことがあったから」

「まさか古河シズコさんが男性だったなんて……」

　錦が呆然としながら呟く。それもそうだろう。まさか暗号で名前を作り出しているなんて、普通なら想像もしない。

「このオルゴールは、錦さんが大切に保管された方がよさそうですね」

「そうですね。それで、あの……」

「今回の件は、他言無用、ということですよね？」

　芙美が錦の言わんとすることを先回りした。

「はい。……祖父はまだ存命なんです。面倒なことになる可能性もありますから、この件は私たちだけの胸に納めておく、ということでお願いします」

「私たちも、それがよろしいかと思います」

　芙美が言うと、隣で理がうんうんとうなずく。

　今の錦家が平穏かどうかは芙美には知りようもないが、過去の縁をわざわざ引っ張り出して家庭の中に放り込んだところで、混乱しか生まないだろう。

　世の中には、秘密は秘密のままにしておいた方がいい場合も、少なからずあるものだ。

　それからは、依頼完了の手続きをした。理は請求書を作成して錦に手渡す。

　芙美は出していた本を書棚に戻してから、手袋を外してバッグにしまった。

　錦は慶佐次からの手紙を折りたたみ、オルゴールの板の下に戻していた。

「──芙美、思いのほか早く終わったから、俺は清水のヘルプに行ってもいいか？　今メッセージ来て、人手が足りないみたいなんだわ」

「あ、はい。後は私がやっておきます」

「錦さん、申し訳ありません。次の現場に向かわせていただきます。相澤を置いていきますので、よろしくお願いいたします」

「はい。塚原さん、今日は本当にありがとうございました」

　最後に頭を深く下げて、理は錦邸を後にした。

　部屋で二人きりになると、芙美は改めて部屋を見回して、ほぅ、とため息をついた。

「錦さんのおじいさまには申し訳ないと思いますが……。映画みたいな展開でしたね、おばあさまと織広慶佐次の件」

「そうだね。でもまぁ、祖父も祖父で、祖母が亡くなった後、他の女性との間に子どもを作ったりして、あまり祖母を責められなかったりはするんだが」

「えぇ!?」

　芙美が驚いて軽くのけぞると、錦はふっと笑った。

「祖母は結婚前のプラトニックだろうし、祖父は祖母亡き後の恋愛だったから、問題は……ないのかな」

「そういうこと……になります、か？」

「でも本当にありがとう。下手に興信所に頼んでいたら、いない女性を探してどん詰まりになるところだった。感謝するよ、相澤さん」

「いえ、お仕事なので」

　やっぱり不思議だった。

　嬉しそうにお礼を述べる錦と、こうして二人きりの空間にいても、怖いだとか気持ち悪いと思わない。

　理も錦の態度などを見て大丈夫だと判断したからこそ、芙美を置いて移動したのだろう。

「ハンディサムに支払う報酬とは別に、相澤さんにお礼がしたいと思うんだが、どうだろう。あなたが今回の件を解明する様がとても鮮やかで、それこそ祖母の件も含めて、映画を観ているようでした。このエンターテイメント観賞を、規定料金だけで納めるなんてできません」

「え……、いえ、そんなことは必要ありません！　ただでさえ、報酬を過分にいただいてますので！」

　慌てて手を振って辞退する。

「でもそれでは私の気が済まないんです。食事でもジュエリーでもなんでもおっしゃってみてください」

　錦が押しの強さを見せてくるので、その勢いで芙美は思わず言葉を出してしまう。

「──では、私とセ……っ、」

　口を衝いて出た言葉を、慌てて押し込める。

（何を考えているのよ、私……っ）

　錦から「なんでも──」と言われた瞬間、不埒な考えが頭をよぎってしまい、思わず口端に乗せるところだった。

　いくらなんでもそれは愚かだ。ありえない。

「なんです？　言ってみて」

　ずい、と一歩近づかれ、思わずのけぞってしまう。

　あと数歩で身体が触れ合うほどの距離。

　それでも芙美には拒否反応が出ない。

　こんな人、何年振りに会っただろう。

（一度だけ……）

　そんな風に思ってしまう。

（いやいやいや……ほぼ初対面の人に何を言おうとしてるの、私）

　しばらく考えて、芙美はまずはと、慎重に言葉を紡いだ。

「あの……握手、してもらえますか」

「握手？　はい」

　右手を差し出され、芙美は彼の手の平をじっと見つめた後、おずおずと手を出した。

　きゅ、と、握ったその手は温かくて。

　嫌悪感など一切入ってこなかった。

「わぁ……平気だ……」

　感動して呟くと、錦が首を傾げる。

「私の手がどうかしましたか？」

「あっ、いえ、そういうわけでは……。っと、あの……少し長くなりますが、まずは私の話を聞いていただけますか？」

「では、私の部屋でお茶でもしながらお話ししましょうか。ここではなんですから」




　錦の部屋は、今はもう日常的に使っているわけではないが、帰省した時には未だにここで寝起きしているらしい。

　シンプルで上品なフォルムのテーブルに置かれた紅茶から立つ湯気は、柑橘類の香りがする。

　ティーカップと同じブランドのプレートの上には、手作りと思われるフルーツタルトが載っていた。ゼリーがけされてつやつやと輝くイチゴやブルーベリーがとても美味しそうだ。

「うちの家政婦さんが作るケーキはプロ顔負けなので、すごく美味いんですよ。どうぞ」

「いただきます……」

　芙美はおずおずとティーカップに手を伸ばし、紅茶を口にした後、タルトをひとくち。

「っ、……美味しい！」

「でしょう？」

　ほんのりと頬を染めて目を見張る芙美を満足げに眺め、錦はうんうんとうなずいた。

「すみません、こんなおもてなしをしていただいて……」

「相澤さんは、オルゴールの謎を解決してくださった恩人ですからね。こんなものではお礼にもなりません。……それで、お話とはなんでしょうか？　私でお力になれることでしたら、なんでもします」

　話を促され、芙美は紙ナプキンで口元を拭う。そして居住まいを正した。

「あの、私、実は──」

　芙美はまず、自分が便利屋に就職した経緯を話した。

　以前は会社員だったこと。

　ストーカーに遭って、会社を辞めざるを得なかったこと。

　ストーカーのせいで、男性恐怖症になったこと。

　そして、何故か錦には拒否反応がでなかったこと。

「──自分でも不思議なのですが、錦さんに触れられても大丈夫だったんです。……でもあの、誤解してほしくないのですが」

　錦がイケメンで資産家だから、というわけではないと、芙美は力説する。

　ストーカーもイケメンで資産家の息子だったし、芙美は決して面食いではない。

「──なんなら、社長に聞いてくださってもかまいません。社長は私の叔父で、事件のことや男性恐怖症のことも全部知っています。今回の錦さんのご依頼にも、私を心配してついてきてくれたようなものなんです」

「なるほど……それで、私に拒否反応を示さない相澤さんは、私に何を望んでるんですか？」

　錦は意味ありげに目を細めた。

　芙美はごくりと生唾を飲み込んだ。

　喉が渇いて仕方がなかったので、紅茶をふたくちほど流し込んだ。そして──

「あのっ、私と、その……セックスを……してもらえませんか？」

「……」

　錦は目を大きく見開いた後、ぱちぱちとまぶたを瞬かせた。

「……ずいぶんと突拍子もない申し出ですね」

「すみません、すみません……！」

　芙美は脂汗が浮いた手をぎゅっと握った。それからすべてを話した。

　性欲が強いこと。

　でも男性恐怖症なので誰ともつきあえなかったこと。

　いつもひとりでしていたこと。

　でも、自分だけでは限界があったこと。

「病気は持っていません。なんなら病院で検査を受けて診断書も取ります。美人局でもありません。後から暴行されたなんて言いません。誓約書を書いてもいいです」

　自分でも必死だなとは思ったけれど、ここまであけすけに話してしまったのだ。繕っていても仕方がない。なりふりなどかまっていられない。

　目をぎゅっとつぶって言い切った後、恐る恐る目を開いて見上げると、錦は笑いを堪えていた。

　肩を上下に震わせ、口元にこぶしを当てながら、くつくつと。

「っ、……すみません。思いきり引きました。でも、あなたがあまりにも必死で……、くっくっく……っ」

「で、すよね……」

　引いた、と言われ、芙美は口元を引きつらせた。彼の言うことはもっともだ。

　これで引かない方がおかしい。

「正直、今のままであなたのお願いを聞くことはできません。……私はね、こう見えても、見境なく女性に手を出したりはしないです。たとえそれが、据え膳として差し出されたものでもね」

「はい……」

「あなたが過去に男性絡みで酷い目にあったのと同じ、私も昔、女性に酷い目に遭わされたことがあります。だから私は、どんなに美人だとしても、無条件で食いついたりはできないんですよ」

　どんな経験をしたのかまでは話してくれなかったけれど、彼が言うことに嘘はないように思えた。

（そっか、だからかな……）

　芙美が錦に拒否反応を起こさないのは、こういうところなのではないかと。

　錦は女性に対し、明確な線を引いている。それはきっと男性に対するよりも、強固なバリアとなっているのだろう。

　だからある意味、芙美は彼を信頼できているのかもしれない。

　こんな人にいきなり「セックスをしてほしい」だなんて、暴挙にもほどがある。

　芙美は後悔の念と申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「すみません、錦さん。……今の話は忘れ──」

「時間をください」

「……え？」

「今日明日いきなり、というわけにはいきませんが、今後の展開次第では、あなたとそういう仲になってもいいと思っています」

「どういう……ことですか？」

「そう難しいことではないですよ。普通の男女のように、まずは『お互いをよく知る』から始めましょう、と言ってるんです。幸い、私には今、妻も彼女もいません。ですから、まずはデートをしましょう」

　芙美はぽかんと口を開いたまま固まった。

　しばらくして我に返って。何故か眉をひそめた。

「──いいのですか？」

「ダメだったら、はなからこんな提案しません。……何故私が、あなたの不埒なお願いをはなから拒否しないのか、分かりますか？」

「いいえ……」

　自分で言うのもなんだが、正直えぐい申し出だ。ましてや錦のような人なら、拒否反応を起こしてもおかしくはない。

　それなのに、前向きに考えてくれるという。

「それはね、あなたが誠実な女性だからです」

「誠実……？」

「さっき、祖母のオルゴールの謎を解いている時のあなたの行動を私は見ていました。相澤さん、織広慶佐次の著作を本棚から取り出す時、背表紙を指で引っかけずに、押してから出しましたね」

「あ……はい」

　本棚に並んだ書籍を取り出す時、人は背表紙の上に指をかけて引いて取り出しがちだ。

　しかし本好きの中には、それは背表紙を傷める行為だと忌み嫌う人もいる。

　だから背表紙の上部を奥に押し、浮いた下側を持って出す、という方法を好む人も多い。

　芙美も普段からそうしている。特に人様の本を扱う時は必ず。

　それを錦は見てくれていたのかと、胸に温かいものが湧いてきた。

「オルゴールを扱う時も、チェストの上に置いてから丁寧に触れていましたね。それに、祖母と織広慶佐次とのことを秘密にするつもりなのを、すぐに察してくれました。だから相澤さんは、思いやりのある誠実な人なのだと」

「それだけで……？」

「一事が万事、という言葉があるじゃないですか。人の言動の端々には、性格が滲み出るものです」

　錦がゆったりとした笑みで言った。

　芙美ははにかんで小さく返した。

「ありがとうございます」

　あんなに怪しい発言をしたのに、信用されたようで嬉しくなった。





　＊＊＊






　芙美は緊張していた。

　駅の改札を出てすぐの柱の側に立ち、背筋を伸ばす。

　錦と待ち合わせをしているから、というのもあるが、久しぶりにおしゃれをしたからだ。

　さすがにいつもの服装では、一緒に歩く錦が可哀想だから。

　久しぶりに服を買い、髪を丁寧にセットし、きっちりメイクをした。

　鏡を見れば、数年振りに姿を現した華やかな自分。

　これなら、錦の隣を歩いてもそれほど見苦しくはないはずだ。

　ドキドキしながら待っていると、改札口を通る錦の姿が見えた。

　立ち止まって辺りを見回す錦に、芙美は手を振った。

「錦さん、ここです」

　芙美の声に振り返った錦は、彼女を見るや動きを止めた。

　数瞬の後、ゆっくりと近づいてくると、感心したように笑った。

「すみません、すぐには気づきませんでした」

「いえ、私も気づかれないんじゃないかって思ってました」

「こんなことを言っては失礼ですが、相澤さんがあまりにも美人で……正直驚きました。いつもあんな風に地味にしているのは、やっぱり過去のことが原因ですか？」

「そう、ですね。はい」

　芙美の事情をすぐに察してくれた。そんな錦の聡さが嬉しかった。

「今日は私のためにおしゃれをしてくれたんですよね？　ありがとうございます」

「いえ……はい」

　おしゃれをしてきてよかったと、芙美は朝から張り切った自分を褒めてやりたかった。

「じゃあ、行きましょうか」

　錦が笑って、芙美をエスコートした。

　とりあえず、今日は無難に映画を観ることにした。

　二人の好みを擦り合わせた結果、日本の小説を原作としたミステリー作品に決まった。

　駅から数分歩いたところにシネコンがある。

　今日は土曜日なので人出が多い。券売機にも列ができていたので最後尾に並びながら、錦と他愛もない話をする。

　そうして順番になった時、芙美が財布を出してチケットを買おうとすると、錦が流れるような操作であっという間にクレジットカードを使って支払ってしまったのだ。

「え、あの。私出します！　私が変なことをお願いしてしまったわけですし……」

「いやいや、デートをしようと誘ったのは私ですから。ここは私が──」

「でも……」

　こんなところで出すの出さないのと言い合ったところで、邪魔でしかない。

　だからここは芙美が引いておこうと思った。

「──ありがとうございます。お言葉に甘えますね」

「えぇ、そうしてください」

　発券機から出てきたチケットを引き出すと、錦はその内の一枚を芙美に渡した。

　それを両手で受け取った後、芙美は提案する。

「飲み物とかどうされます？　ポップコーンとか、その辺も」

「私は映画の時は飲み物だけ買う派です」

「あ、私もです。自分の食べる音が気になっちゃって、映画に集中できなくなってしまうので……」

「そうそう、私もです」

「じゃあ、飲み物だけ買いましょう。私が出しますね」

　チケット代は出してもらったのだがら、飲み物代は……！　という意志を伝えれば、錦はクスクスと笑う。

「そこまで言うのなら、相澤さんにお願いします。私はホットコーヒーにします」

　芙美は売店でホットコーヒーとカフェラテを買った。

　トレーは錦が持ってくれて、代わりに二人分のチケットは芙美が係員に出した。

　お目当ての映画は公開されたばかりだからか、大きいスクリーンでの上映だった。結構混んでいたので、芙美たちは少し前方の端寄りの並びだ。

「楽しみですね」

「そうだね」

　しばらくして劇場内が暗くなり、ＣＭと予告編の後、上映が始まった。

　ストーリーは、日本有数の資産家の家で起こる殺人事件を、読書量数万冊を誇る初老の執事が、脳内に蓄積されている知識を生かして解決に導くという、『誰が殺したのか？フーダニット』系の推理ミステリー。

　よくある話かと思いきや、映像の使い方や演出が面白く、また、実在の推理小説のトリックや小ネタがたびたび登場し、都度執事からの解説が入るのでクスリと笑えてしまう。

　散りばめられた伏線の回収の仕方も見事だった。

「──面白かったですね」

　パンフレットを胸に抱えたまま、芙美は弾んだ口調で言った。

「えぇ……正直、それほど期待はしていなかったのですが、丁寧に作られていて、面白かったです」

　そう答える声はやっぱり弾んでいて、どうやら錦も楽しんでくれたようで、芙美は嬉しくなる。

　そのまま二人は昼食を食べに行った。食事をしている間もずっと映画の話をしていて、そこから小説の話になる。

「相澤さんは、本はよく読むの？」

「そうですね。あの映画の執事みたいに数万冊、とまではいきませんが、多い年だと年間二百冊くらいは」

「そうか。それなら祖母のオルゴールの謎を解いたのも分かる気がする」

「でも私、織広慶佐次のことは知りませんでした。まだまだ勉強不足で……だからこの一週間で、慶佐次の作品をすべて読ませてもらったんです」

　慶佐次は決して有名な作家ではない。しかし彼のことを名前すら知らなかったのは、読者好きとしては少々悔しかったのだ。それに、慶佐次と錦の祖母の物語を、知っておきたい気持ちもあった。

「さすが相澤さん。どうだった？」

「万人受けするタイプの作家さんではなかったみたいですが、面白かったです。作品に込められた想いとかヒロインのモデルとかを知っていた分、余計に感情移入できた気がします」

　慶佐次の作品は、決して派手な物語ではない。けれど登場人物の感情や情景が、静かに心に染み入ってくる、味わい深い作風だった。

「へぇ……そうか。実は私も、あれから織広慶佐次のことを調べたんだ。彼は、祖母の幼なじみだったよ」

「そうなんですか？」

「祖母の生家の近くに住んでいて、幼い頃はとても仲がよかったそうだよ」

「なるほど……」

「残念ながら、慶佐次はすでに亡くなっていたから、本人たちにお互いへの気持ちを確認する手立てはもうないけれどね」

「でもそこは……分からないままにしておいた方がいいかもしれませんね」

　すべてを明らかにしてしまうのは、あまりにも無粋だ。

　人の気持ちは数学の公式ではないのだから。

　でも幼なじみで、おそらく初恋の相手で……ある意味、ロマンチックな関係だったのかもしれない。

　この恋が叶わなかったのは……残念だったのか、それとも──

　事実として、叶わなかったからこそ、今、錦恭二はここにいる。

　それを思うと、少し複雑な気分になる芙美だ。

「私もそう思う。その方がきれいな想い出のまま終わる気がするんだ。それに……父に聞いたんだが、祖父母はとても仲のいい夫婦だったそうだから、祖母は祖父のことはちゃんと愛していたんだと思う。祖父にもさりげなく探りを入れてみたけど、祖母は慶佐次とは友人以上の関係ではなかったようだから」

「それならよかったです」

　錦ははっきりとは言わなかったが、つまりは「祖母の初めての人は祖父」＝「慶佐次とは完全なプラトニックだった」ということだ。

　他人事ながら、芙美はホッとしてしまった。

「だから今回のことはやっぱり、私と相澤さん、塚原さんの胸に秘めておきたい。……改めて、よろしくお願いします」

「はい」

　錦が頭を下げてきたので、芙美はすぐに返事をした。

「あと……祖父母のこととはまた別に、祖母と慶佐次の間にも歴史と想い出があったことは、私たちでちゃんと覚えておいてあげたいと思うんだ」

「添い遂げられなかった小さな恋の物語ですね……素敵です」

　錦家のような名家の歴史の陰に、誰にも知られることなくひっそりと消えていった一つの恋がある。

　それを覚えている人がいるだけで、彼らが報われる気がする──錦はそう言った。

（いい人だなぁ……）

　結婚前とはいえ、祖母が祖父以外の男性に気持ちを向けていたなんて、孫からしたら気分がいいものではないはずなのに、錦は祖母と慶佐次のことも陰ながらではあるものの、尊重するという。

　ならば私も──芙美は三島皐月と織広慶佐次の恋を、自分の中で大切に秘めておこうと思った。

　なんだか心がポカポカしてきたのを感じる。

「二人が幼なじみということも含めて、私と相澤さん、二人の秘密、ということで」

「分かりました。誰にも言いません」

　芙美は口元に人差し指を当てて笑った。




　食事を終えてレストランを出ると、芙美は頭を下げた。

「お昼代まで出させてしまい、すみません」

　口を出す間もなく会計を終えた錦に、芙美はすかさず財布を出したものの、しまうように言われてしまった。

「いいんです。素直におごられてください」

「ごちそうさまでした、錦さん」

　申し訳ない気持ちを残しながら駅へ向かおうとすると、錦が左手を差し出してきた。

「？」

　一体なんだろうかと首を傾げると、彼は優しい笑みを見せた。

「まずは、手をつなぎませんか？」

「はい？」

「今日は手をつないでみて、大丈夫なら次のステップに進みましょう」

「あ……」

　錦の提案に、思わず目を見張る。

　彼は芙美のために、スキンシップの濃度を段階的に上げてくれるというのだ。

　今日は手つなぎ、次はキス、そしてその次は──

　芙美の頬がポッと赤くなる。

「私の気持ちよりもまず、相澤さんが私で本当に大丈夫なのか、確かめないといけませんからね」

（本当に優しい人だわ……）

　ほわほわと温かいものが心に湧いてきて。

　芙美はおずおずと右手を差し出し、彼の左手に乗せた。

　きゅっと柔らかく握られて、全身がビリリと痺れた気がした。

　けれど、嫌悪感はまるでない。むしろ、心地いいとすら思った。

「どうですか？」

「……平気、です」

「よかった。……じゃあ、このまま行きましょうか」

　ホッとしたように笑い、錦は芙美の手を引いて駅に向かった。

　彼の指先も手の平も、ほんのりと温かい。

　ドキドキしながら隣を歩いていると、錦がフッと笑った。

「なんですか……？」

「相澤さんの手、すごくポカポカしていますね。赤ちゃんみたいだ」

「あ、かちゃん……？」

「ほら、眠い時の赤ちゃんって、手があったかくなるじゃないですか。私の従兄に子どもがいるんですが、本当にポカポカしますから。今のあなたみたいに」

「か、からかわないでください……っ」

「ははは、もっとあったかくなった。顔も真っ赤ですね」

「……錦さんって、意外と意地悪ですね」

「……そうですか？」

　錦が意味ありげに目を細めた。

「……意地悪です」

　拗ねたように返すと、あはははと笑われた。

「可愛いなぁ、相澤さん」

　電車に乗っている間も何かとからかわれたりして……あっという間に芙美の下車駅に着いた。

「部屋まで送るよ」

　と、錦は一緒に降りた。お礼を言いながら歩き始める。あと少しでマンションに着く、といったところで、彼が立ち止まった。

「次はどこに出かけようか？」

「あー……次もおつきあいくださるんですね」

「もちろん。あと、そろそろよそ行きの喋り方をやめたいな。俺は君のことを『芙美さん』と呼ぶ。君も俺のことを名前で呼ぶこと」

「名前……恭二さん、ですか？」

「あぁよかった。下の名前が分かりません、って言われたらどうしようかと思った」

　錦──恭二はホッとしたように笑う。

「じゃあ……次は、フラワーパークに行きませんか？　見に行きたいと思っていたんです」

「いいね、行こう。晴れることを祈るよ」

　待ち合わせ時間などは後で決めるということで、マンションの前で別れた。

「楽しかったな……」

　恭二の後ろ姿を見送りながら、芙美はぽつりと呟いた。

　初デートはとても楽しかった。

　男性に恐怖や嫌悪を感じずに長時間一緒に過ごしたのは、本当に久しぶりだ。

　それに彼とは話も合う。

　映画を観た後に二人で考察し合うのも楽しかったし、恭二の祖母と織広慶佐次のことで意見が合ったのも嬉しかった。

　その夜ベッドに入った時、彼に抱かれる場面をつい想像してしまった。

　そうなったらもうダメだ。欲求が抑えられなくて、自分でしてしまった。

「は……」

　何度も達して弛緩した身体は、それでもどこか不満げに疼いている。

（恭二さんと……してみたい……）

　不埒すぎるとは思ったけれど、そんなことを考えながら眠りについたのだった。





　＊＊＊






「わぁ……きれいですね……」

　一度来てみたかったフラワーパークは、芙美の自宅からは電車で一時間はかかる。

　恭二が車を出すと言ってくれたので、言葉に甘えてみた。

　五月中旬なので桜は終わっているが、春バラのシーズンに突入していた。

　一万株近いバラが色鮮やかに咲き誇っている様は圧巻だ。

「これは見事だね。こんなにたくさんのバラが一度に咲いているのを見るのは、俺も初めてだ」

　バラの専門家をガイドとしたガーデンツアーや、園内で摘んだバラを蒸留して作るアロマミスト作りなど、バラに関するいろいろな体験イベントがあり、一日楽しめる場所だ。

　園内のお洒落なカフェにはローズティーやローズサイダーなど、視覚も嗅覚も味覚もバラづくし。

　もちろんバラだけではなく、春から初夏の花々が咲き競っている。ポピーや牡丹、芝桜も見ることができた。

　ひとしきり堪能した後、ネモフィラ畑のそばにあるベンチに二人で飲み物片手に腰を下ろした。

「ネモフィラ、一つ一つは本当に小さいお花なのに、こうしてたくさん咲いているのを見るとすごく壮大ですね」

　水色の美しさにうっとりとしながら呟くと、恭二はうんうんとうなずいてくれた。

「すごくいいね、癒やされる」

　目を細めて景色を見つめる横顔に、芙美もなんだか癒やされた。

「そういえば……恭二さんには趣味ってあるんですか？」

　お互いの話をちょこちょことしてきたが、趣味については聞いていなかった。

　先日の映画鑑賞の時に、芙美は本を読むのが好きだと伝えていたが、恭二については尋ねるのを忘れていた。

「趣味か……実は、こうしていろんな場所に行って景色をぼうっと見るのが好きなんだ」

「景色を？」

「平日はオフィス街や工業団地みたいな味気ない風景しか目にしないだろう？　だから休日くらいは、目に優しいもの、きれいなものを見たいじゃないか。だから車で海を見に行ったり、避暑地で森の景色を見たりしてる。……まぁ、それが趣味と言えるのかは分からないが」

　恭二はネモフィラ畑に視線を据えたまま、クスリと笑った。

「素敵な趣味だと思います。目と心に栄養を与えてるんですね」

　何を『趣味』というのか、それは個人の自由だ。だから恭二が言う「景色をぼうっと見る」も、立派な趣味だと芙美は思う。

　とても健康的で、爽やかな趣味だ。

「目と心に栄養……か、確かにそうだな。今日もこうして、栄養をもらってる。ここに誘ってくれてありがとう」

　恭二が頭を傾けて芙美を見つめてきた。

　あまりに優しくて甘い表情なので、頬が熱くなった。

「あ……はい、気に入っていただけたなら嬉しいです」

「──やだやだやだやだぁ～！　ミルキーちゃんじゃないとやだもん！」

　穏やかな空気の中、突然、幼い子の悲痛な声が聞こえた。

　二人して振り返ると、近くに親子連れがいた。子どもは女の子で、まだ幼稚園児くらいだ。ネモフィラ畑と芝生の間に通っている通路で座り込み、足をバタバタさせている。

「なくしちゃったものは仕方がないから、諦めなさい」

「やだもん、やだもん！」

　女の子は大泣きしながら母親の服を引っ張っている。

　周囲の人たちは気の毒そうな視線や、迷惑そうな視線を送っていた。

　どうやら女の子は何か大切なものをなくしてしまい、駄々を捏ねているようだ。

「可哀想だね」

　恭二がぽつりと呟いた。

「恭二さん、すみませんがちょっと待っててください」

　芙美は立ち上がり、その少女のもとへ行く。

「何かを探してらっしゃるんですか？」

「この子がいつも持ち歩いている小さなぬいぐるみなんですけど……どこかで落としてしまったみたいで」

　聞けば、なくしたぬいぐるみは手の平サイズのものだという。

「そうなんですね。……私、便利屋で探し物を担当しているので、もしよければどこをどう通ってきたのか、教えてくれませんか？　お役に立てるかもしれません」

　芙美が座っていたベンチに親子を誘導し、話を聞く。

　親子は園内マップを開き、どこをどう辿ったのか、記憶を頼りに説明する。

「なるほど……。ちょっとこの辺行ってみましょうか。……恭二さん、つきあってもらってもいいですか？」

「もちろん。君がどうやって探すのか、楽しませてもらうよ」

　恭二がにっこり笑った。

　二人は親子連れが話してくれたルートを辿るために、最後にぬいぐるみを確認した場所に向かった。

　女の子は葉は月づきと名乗った。祖母からもらったぬいぐるみを、いつも肌身離さず持っている。

　けれど、たまたま手から離してしまい、見失ってしまったそうだ。

　まずはカフェに行き、店員に落とし物がないか尋ねるも、収穫なし。

　その後は体験コーナーを回るがやはり見つからなかった。

　体験コーナーの隣には池があり、鯉にエサをあげることができる。

「鯉に餌をあげたりしました？」

　母親に尋ねると「あそこであげました」と返事が。

　その場所に行き、辺りを見回すも見当たらない。

　しかしそこから数メートル離れた場所に目をやると、池沿いの植え込みの下に摘まれたハルジオンが数株落ちていた。

「葉月ちゃん、もしかしてここでお花を摘んだかな？」

　芙美はしゃがんで葉月と目線を合わせた。

「うん……おさかなさんにあげようとしたけど、ママがおさかなはおはなをたべない、って言うから……」

「勝手にお花を摘んじゃダメ、って言ったでしょう？　葉月」

　おそらくハルジオンは野生のものだが、場所が場所だけに、摘んでしまうのははばかられるのだろう。

　葉月は母は恥ずかしそうに娘を叱っていた。

　芙美は彼女たちの会話を聞いた後、ハルジオンが落ちているところへ行き、植え込みの中を覗き込んだ。

「……あ、多分ありました」

　植え込みの横から手を差し入れ、途中の枝の股に引っかかっていたぬいぐるみを引っ張り出した。

　出てきたのは、帽子をかぶった猫が二本足で立っている姿のぬいぐるみだった。

「あ！　ミルキーちゃん！」

　葉月が駆け寄ってきて、芙美の手からぬいぐるみを受け取る。

「どうやら見つけられたみたいです」

「ありがとうございます！　でもどうして分かったんですか？」

　フラワーパークという場所で、野生のハルジオンを大人が摘むとは思えない。

　どう考えても子どもが摘んだものだ。

　もしそれが葉月がしたことであれば、摘んでいる間、手にしていたぬいぐるみを植え込みの上にでも置いておいたのではないかと芙美は推測した。

　ぬいぐるみは小さくて厚みもさほどなかったので、下に落ちてしまった可能性が高いと思い、覗いてみたというわけだ。

　それを説明すると、夫妻は感心したようにうなずいていた。

「本当にありがとうございます。……あの、探していただいた費用とかは……」

「あ、いえいえ、今はプライベートなので、代金は受け取れません。その代わりと言ってはなんですが、もし便利屋が必要になった時には、是非当社にご用命を」

　芙美はビジネスチャンスとばかりに、名刺を差し出す。そして、嬉しそうにぬいぐるみを抱きしめる少女の前にしゃがんだ。　

「葉月ちゃん、ミルキーちゃんが帰ってきてよかったねぇ」

　芙美はにっこり笑って葉月の頭を撫でた。

「ありがとう、おねえちゃん！」

「今度はなくさないようにね」

「うん！」

　親子は芙美に頭を下げながら、ネモフィラ畑の方へ歩いていった。

「──さすがだね、芙美さん」

　恭二が後ろから声をかけてきた。

　ハルジオンの辺りから、彼はずっと黙ったまま芙美のすることを見ていた。

　彼を放っておいたようになってしまい、申し訳なく思う。

「勝手に首を突っ込んでしまって、ごめんなさい」

「いいんだよ。芙美さんの仕事振りをまた見られて、すごく楽しかった」

「そう言ってもらえると、ホッとします」

　芙美と恭二は、池の前にあるベンチに座った。

「それにしても芙美さん、探し物が本当に上手いね。感心した」

「ありがとうございます。見つかってよかったです。ミルキーちゃんも……古河シズコさんも」

　今日のは仕事ではないけれど、幼い子の役に立てて嬉しい。

　それから二人は黙ったまま池を眺めていた。しばらくして、芙美はハッと気づいたように声を上げた。

「……あ、そうだ」

　バッグの中を探り取り出したのは、リボンがけした透明のラッピングバッグ。中にはクッキーが入っている。

「さすがにお弁当は差し出がましいと思ったので、おやつなんですが、もしよければ」

　リボンを解いて袋を広げると、恭二の顔色がサッと変わった。

「それ……芙美さんが作った？」

「そうですが……あ、こういうの苦手でしたか？」

　彼の口元が引きつっているのが見え、芙美は手を引っ込めてクッキーをしまった。

「あー……」

　恭二は気まずげに口元を手で覆った。

　自分が食べるつもりで作ったのをついでに持ってきただけなのだが、気を悪くしてしまっただろうかと芙美は不安になる。

　辺りを見回して人がいないのを確認すると、恭二は軽くため息をついた。

「気を悪くしないでほしいんだけど……俺は、女性が作ったお菓子とかを食べられないんだ」

「そうなんですか？　……それって、以前女性から酷い目に遭わされたことと関係します？」

　芙美の問いに、恭二はうなずいた。

「君ならすぐそう気づいてくれると思ってた。……昔、仲間とバーベキューに行った時、デザートにってプリンを作ってきたパティシエールの女の子がいたんだ。それは普通に美味しかったんだけど、帰りの車で、余った卵で作ったらしいエッグタルトを振る舞ってきて。俺はなんの疑いも抱かずにそれを食べてしまって……気がつくと、自分の部屋のベッドにいた」

　恭二曰く。

　目が覚めた時、恭二は下半身裸で、しかもパティシエールの女が彼の男性器を口に含もうとしていたところだったらしい。

　驚いた恭二は女をベッドから蹴り落とし、何事だと詰め寄った。すると女は以前から彼のことが好きで、どうしてもこうしたかったと告白をしてきたそうだ。

　恭二の分のタルトにだけ薬を混入させ、眠ってしまった彼を車に同乗していた友人たちと一緒にマンションのベッドまで運び、皆と一緒に立ち去ったと見せかけた。

　その後、こっそり持ち出していた部屋の鍵を使って侵入し、眠ったままの恭二を襲ったそうだ。

　咄嗟の機転で、服のポケットに入っていたスマートフォンの録音機能を立ち上げ、女の告白をすべて記録できた。

　恭二は弁護士を通じ、これ以上近づくなら法的手段に出ると女に警告し、事なきを得たらしい。

「──レストランとか、小さい頃から面倒を見てくれてる実家の家政婦さんが作った食事は大丈夫なんだ。だけどあの日以来、男女の仲になりそうな女性が作ったもの、とでも言えばいいのか……とにかく、そういう人が作ったものは身体が受けつけないんだ。本当に申し訳ない」

「そうだったんですか……。私のことは気にしないでください。恭二さんのそういった気持ちはよく分かるつもりですから」

　芙美だってストーカーのことがトラウマになってから、さまざまな男性に嫌悪感を抱いてきた。

　恭二が同じように女性の特定の行為を嫌悪したところで、同情はしても不快になんて思わない。

　むしろそんな彼に「セックスをしてほしい」なんて、頼んでしまった自分が腹立たしくさえあった。

　そのことを謝ると、恭二は、ははは、と笑った。

「芙美さんは律儀だね。そういうところ、いいと思う」

「そうでしょうか」

「俺はね、女性が作ったものが食べられない理由を、今まで家族以外に話したことはないんだ。もし差し出されても、何か別の理由をつけて断ってきた。でも芙美さんには話しておきたかった。傷つけたくなかったからね」

「あ……ありがとうございます。……あの、恭二さんは、女性恐怖症、ではないのですか？　あくまでも食べ物がダメなだけ？」

　自分とは性質が違うトラウマを持っているようなので、聞いてみる。

「俺の場合は……そうだね、事件直後は、やっぱり女性を受けつけなかったよ。でもある程度経ってからは、つきあい自体はできないことはなかった。ただ、そこに至るまではかなり慎重になるかな。正直言ってしまえば、マイナス地点からのスタートになる。そこからポイントを積んでいって『この人なら大丈夫だ』と思える地点まで来たら、やっと気持ち的に楽になる感じだ」

「そこで自暴自棄になって女性を全否定しないところが、恭二さんの優しいところですね」

「そんなことない。負の感情があるせいでマイナスからのスタートなんだから。女性には悪いな、と思ってはいるんだ。でも、こればっかりは仕方がない」

　つまり、彼の中では女性に対して『性悪説』のようなものが成立してしまっているのだ。

　女性と対峙する時は一線を引くどころか、壁すら立っているのだろう。

「でも恭二さんは、知り合った女性のいいところを見つけていって、そのたびにプラスに傾いていく、ということですよね。それって、見方を変えれば実は前向きなのかもしれないですね」

（だからきっと……）

　皮肉なことに、彼の中で根づいているトラウマからは、女性に対するある種の誠実さが伝わってくるのだ。

　最初から突き放すでもなく、でもマイナスからのスタートだから、ビジネスライクに徹し、変に気をもたせるような言動はしない。

　そこからさらに負の方向へいってしまう女性もいれば、プラスに転じる女性もいる。前者なら離れればいいし、後者なら次のステップへ進めばいい。

　恭二は、初対面の女性には女性としての期待を一切していないのだ。

　そんな彼だから、芙美は嫌悪も恐怖も抱かなかったのだろうと、今、はっきりと理解した。

　芙美はますます申し訳ない気持ちになった。

「あの、恭二さん。私が最初にお願いしたことですが……忘れてくださってかまいません」

「──セックスをしたい、ということ？」

　恭二は芙美の耳元で、ごくごく小さく囁くように聞いた。こくこくとうなずくと、恭二はフッと笑った。

「芙美さんは優しいな。俺のことを気遣ってくれたんだな」

「申し訳ありません、ほぼ初対面の女にあんなこと言われて、気を悪くしたでしょう？　本当に、反省してます」

　芙美がうつむいて謝罪すると、恭二は彼女の頭をポンポンと二度、軽く叩いた。

「俺にこうされて、気持ち悪いって思う？」

「いいえ……思いません。……むしろ、心地いいです」

　ぶるぶるとかぶりを振りながら、本音を吐く。

「俺もだよ。芙美さんと一緒にいるとホッとするし、話が合うから心地もいい。……クッキーには手が伸びなくて申し訳ないと思ったけど。でも、芙美さんの作ったものなら、いつか食べられるようになる気がするんだ」

「恭二さん……」

　頭を上げて視線を恭二に向けると、彼は優しく微笑んでいた。




　フラワーパークから帰る時も、途中のレストランで夕食を食べた時も、いろんな話で盛り上がった。

　恭二が言うように、彼とは話が合うのだ。背伸びして知ったかぶりをする必要もない。たとえ知らないことがあっても、恭二になら素直に尋ねられるし、彼は優しく教えてくれる。

　お互いの家族の話もした。

「俺には兄と妹がいるんだ。妹は大学院で建築について学んでる。兄は同じグループの別会社で役員をしていて、俺とは性格がかなり違うタイプかな」

　恭二の兄は性格がきつく、時にはトラブルを起こすこともあるらしい。

　家族には優しいし根は悪い男ではないんだけどな……と、恭二がフォローを入れているのを見て、芙美は微笑ましく思った。

　一方、芙美には静岡に住む両親と、那須で酪農を営んでいる兄がいる。

「兄はいつも、新鮮な乳製品を送ってくれるんですが、それがすごく美味しいんです。この間はモッツァレラチーズとチーズケーキが来ました。モッツァレラ、ピザにしたら最高だったなぁ……」

　伸びたチーズを思い出してニマニマしていると、隣で恭二が「本当に美味しかったんだな」と、笑っていた。

　そうして楽しいひとときは終わりを迎え、芙美のマンションに着いた時、恭二が言った。

「この間宣言したとおり、今日はキスをしてみる？　……嫌ならしない」

　探るように見つめられ、心臓がドキリとした。

「はい、したいです」

　きっと顔は真っ赤だろう。恥ずかしくてたまらない。何せ、キスがしたいと即答してしまったのだから。物ほしそうな顔をしていたに違いない。

　芙美の返事を聞いた恭二は、運転席から助手席側へ身を乗り出し、芙美のくちびるに指を滑らせた。

「……もし少しでも嫌だと思ったら、俺の顔を叩いてもいい」

「そんなこと、しません」

「それなら、遠慮はしないよ」

　後を引くような甘い声を残したくちびるが、芙美のそれに重ねられた。

　柔らかくて、温かくて、優しいキス。

　幾度か確かめるようにくちびるを押しつけられた後、隙間を舌でなぞられた。

　弾みで薄く開けば、すかさずそこに舌が捻じ込まれる。

「ん……」

　滑らかで淫らな熱が芙美の口内を舐り、舌を搦め取る。まるで長年のパートナーと踊るダンスのように、違和感なくエスコートされるキスだ。

　あまりの気持ちよさに首筋が震えて……これだけで、相性がよいと分かってしまう。

　散々弄ばれて、どれくらいの時間が過ぎただろう。

「は……」

　解放された時には、息が上がってしまった。ぼうっとしたまま、恭二の顔を見つめていると、彼が困ったように眉根を寄せた。

「──芙美さん、今自分がどんな表か情おしてるか、分かる？」

「……え？」

　ぼやけた焦点をなんとか合わせて見つめ直せば、濡れたくちびるを指で拭われた。

「目がとろんと溶けて、くちびるは濡れて、本当にいやらしいよ。そんな顔しながら歩いていたら危ないから、早く部屋へ入るんだ」

　恭二は素早く車を降り、助手席のドアを開けてくれた。

「あ……りがとう、ございます」

　地面に降り立った途端、少しふらついてしまった。

「あぁほら、しっかり立って。……部屋まで送ろうか？」

「いえ、もう大丈夫です。……すみません」

　ようやく復活した芙美は、その場で足踏みをしてみせた。

「まったく、キスでこんなになるなら、セックスしたらどうなっちゃうのかな、芙美さんは」

「……っ」

　途端、芙美の顔はまたしても真っ赤になった。自分でも同じことを考えてしまっていたからだ。

　キスだけであんなに腰砕けになってしまった。抱かれてしまったらどうなるのだろう。考えただけで、全身が疼いてしまう。

「次はいよいよ……かな。お互い、心の準備だけはしておこうか」

　目を細めて言うと、恭二は車に乗って去っていった。




　その夜もまた、芙美は情欲の昂ぶりを抑えられずに、何度も何度もひとりでしてしまった。







第三章 トラウマを持つふたりが








「あのっ、私と、その……セックスを……してもらえませんか？」

　芙美からそう請われた時、恭二は自分の耳がおかしくなってしまったのかと思った。

　それでも派手めな女から言われたのなら、まだ分からなくもない。

　しかし今、目の前であたふたしている女性は、背中まで伸びた黒髪を後ろで一つに結び、素顔を隠すように色気のない眼鏡をしている。

　ひとことで言ってしまえば『地味な女性』だった。

　レンズの向こう側の目はとてもきれいな形をしているとは思うが、ただそれだけだ。

　そもそも恭二は派手だろうが地味だろうが、女性に対して期待するのはただ一つ──信頼に足る人物かどうか、だ。

　芙美の言い出したことは確かに突拍子もなく、不埒なことだったが、その前に観察していた彼女からはとても誠実な印象を受けた。

　最初に相澤芙美を見かけたのは、取引先からの帰りの公園だった。

　便利屋のジャケットを着た彼女は何かを探していたようで、パートナーの男性と連携を取りながら、真剣に地面を見つめていた。

　しばらくして目的のものを見つけたらしい彼女は、嬉しそうに目を輝かせた。

『持ち主さんのところに帰れるよ。よかったねぇ』

　満面の笑みでそう言った彼女は、なんだか眩しかった。

　本当に探し主のことを慮っているように見えたのだ。

（便利屋『ハンディサム』……か）

　ネットで『ハンディサム』を検索してみれば、評価はとても高かった。

　ここなら……あの女性なら、自分の依頼を厭わずに引き受けてくれるのではないか。漠然とそんなことを思った。

　祖母の皐月は、ザ・大和撫子な女性だったそうだ。

　五十直前で早世してしまったので、恭二の中にはほとんど祖母の想い出はない。

　けれども、彼女のオルゴールから流れる『乙女の祈り』が大好きで、何度も何度もぜんまいを巻いてもらった光景だけが、記憶の中にあった。

　だからか、祖母が亡くなった時「オルゴールは恭二に渡すように」と、遺言状に記されていたそうだ。

　それからずっと大事にしまってきたのだが、ある日掃除をした時、うっかり落としてしまった。思いのほか箱自体はとても丈夫で、割れたり欠けたりはしなかったし、オルゴールのフレームも機構も壊れなかった。

　ただ、小物入れになっている部分の板張りだけが外れてしまっていた。

「……ん？　なんだこれ」

　板が外れたその中に、折りたたまれた紙が入っていた。

　取り出して広げてみると、誰かからの手紙のようで。

『私の一番大切なものを貴女に送ります。聖母のような貴女にぴったりな曲です』

　と、流れるような筆跡で書かれていた。

「誰からの手紙だ……？」

　紙を裏返してみても、差出人の名前はない。しかし外れた板の裏を見てみれば、

『古河シズコ様より　昭和四十一年』

　と、手紙とは違う字で書かれていた。父に尋ねると、それは祖母の字で。

「古河シズコ……おばあさまの友人か？」

　家族に聞いてみても『古河シズコ』が誰なのかは分からなかった。

　でも古河シズコにとって、このオルゴールは一番大切なものだという。もし彼女が存命なら、これを返してあげたい。

　自分よりもおそらく思い入れがあるであろう、この人物のもとにある方が、オルゴールのためになるのではないか──柄にもなく、そんなことを思った。

　恭二は初め、興信所に依頼したが、情報が少なすぎたのか、いくら調べても『古河シズコ』の姿は一向に見えてこなかった。

　どうしたものかと考えていたところに、芙美とハンディサムのことを知ったのだ。

　ダメ元で頼んでみれば、依頼を受けてくれるという。

　実家にある祖母の部屋に芙美と塚原を案内すれば、なんとものの十五分で『古河シズコ』が誰なのかをつきとめてしまった。

　織広慶佐次──昭和後期にわずかの間だけ活動した小説家が、古河シズコの正体だった。

　慶佐次と祖母は、シーザー暗号とアナグラムを使い、お互いの名前を別人のそれへと変換していたのだ。

　芙美がそこから導き出したストーリーを聞いて、恭二は感心した。

　錦家として続いている血統の裏で、もし何かきっかけがあれば生まれたのかもしれない別の縁がうっすらと見えて、切なくなった。

　織広慶佐次と三島皐月の物語は続くことはなかったけれど、自分の記憶には記しておこうと恭二は思ったのだった。

　それにしても鮮やかに解決してしまった芙美には、感謝しかない。

　しかし驚くことに、是非ともお礼がしたいと伝えれば、返ってきた答えは「セックスがしたい」だなんて。

　一体何を考えているのだと半分呆れたものの、事情を聞いてみれば、どことなく自分の境遇にも似ている気がした。

　芙美は過去、ストーカーに遭い、男性恐怖症になってしまったのだという。

　それなのに性欲だけはかなり強いらしく、いつも自慰をしているとまでさらけ出してくるものだから、そこまで切実なのかと気の毒にすらなった。

　恭二は恭二で、女性に対して結構なトラウマがあった。

　時間が経てばなんとかマシになったものの、未だに『手作りのもの』は口にできないでいる。

　毎年バレンタインデーには、会社の女性たちからたくさんのチョコレートをもらう。ほとんどは市販のものだが、中には手作りのものもある。

　申し訳ないと思いながらも、市販のものも含めてすべて処分していた。

　新たに女性と知り合っても、はなから信用したりしない。そこから見つけた相手の長所を積み上げていって、信頼できると判断して初めて女性として見ることができた。

　しかしつきあってもそれほど長続きせず、一年前からは誰とも交際していなかった。

　そこへきて、芙美からの性的誘いだ。

　地味な見た目から出るには意外すぎるほどのストレートな要望だが、これまでの彼女がとても誠実だったので、即拒否することはできなかった。

　恭二も芙美も、性的関係を持つにはお互いを知らなさすぎる。だから。

「まずはデートをしましょう」

　恭二はそう提案した。




　初めてのデートは映画鑑賞だった。

　二人ともミステリー小説が好きだと分かったので、ちょうど公開されたばかりのミステリー映画を観に行った。

　日本の小説が原作のその作品は、映像化の成功例と言えるほど出来がよかった。

　観終わった後の観客の反応を見ても、概ね好評そうだったし、芙美も「面白かったですね」と、相好を崩していた。

　それから昼食を食べながら、作品の考察を語り合う。

　薄々感じてはいたことだが、芙美とはとても話が合うのだ。

　彼女の選ぶ言葉はとても聞き心地がいいし、声音も優しい。恭二が話す時も、絶妙なタイミングで相づちを打ったり、質問をしてくれたりするので、話を続けやすい。

　それにやっぱり誠実なのだ。

（いいな、この子……）

　この時点で、恭二は芙美に対し愛情のようなものをうっすらと抱いていた。

　初対面から好印象は持っていた。それが祖母のオルゴールの件で一足飛びに恭二のエリアへと入ってきた。

　それを拒否する気持ちが起きないのは、つまりそういうことなのだ。

　初デートで、今まで封印してきたらしいおしゃれをしてきてくれたのも嬉しかったし、彼女が人目を引く美人だったのは新鮮な驚きだった。

　芙美に対する好意は、どんどん大きく温かく甘くなっていく。

　しかし芙美の方はどうだろうか。

　恭二に嫌悪感を抱いてはいないようだが、本当に自分とセックスができるのだろうか。

　だからとりあえずは手をつなぐことから始めた。

　まるで中学生のようだとくすぐったくなったが、トラウマ持ちの二人にとっては、まずまず妥当な方法だと思ったのだ。

　二度目のデートはフラワーパーク。

　季節がちょうどよかったので、園内はカラフルだった。

　様々な花が咲き誇り、見ているだけで気分が晴れた。

　恭二は外の景色を眺めるのが好きだ。時間が出来ると車で遠出し、あちこちの自然の中でぼうっとしている。それだけで心が癒やされるし疲れも取れる。

　だから芙美に趣味は何かと尋ねられて、素直にそのことを伝えた。

　恭二の中ではれっきとした趣味だが「それって趣味なんですか？」と呆れられるのは、半分覚悟していた。

　しかし彼女は「素敵な趣味だと思います。目と心に栄養を与えてるんですね」と、優しい笑顔で言ってくれた。

　目と心に栄養──確かに、自然の中で過ごしていると、心身ともに満たされる自分がいる。

　芙美は伝えなくても分かってくれた。それがすごく嬉しくて、心が弾んだ。

　途中、ネモフィラを見ながらベンチで休憩していると、後ろで幼い少女が泣き叫んだ。

　話を聞いたところ、ぬいぐるみをなくしてしまったという。

　泣きじゃくる少女の力になりたかったのだろう、芙美は探すのを手伝いたいと言った。

　ある意味職業病ともいえるが、それよりも困った人を助けたい気持ちが大きかったのだと思う。

　こちらに許可を求める表情が、なんとも可愛いなと、恭二は口元が緩んだ。

　今回も芙美は見事にぬいぐるみを探し出し、少女は大喜びで飛び跳ねていた。

「──葉月ちゃん、ミルキーちゃんが帰ってきてよかったねぇ」

　にっこりと笑って伝えるその姿を見て、初めて芙美を見かけた時のことを思い出してドキリとした。

『持ち主さんのところに帰れるよ。よかったねぇ』

　思えば、あの時の笑顔を見て、彼女にオルゴールの依頼をする気になったのだ。

（優しい子だな……）

　芙美の思いやりが、胸に沁みて仕方がなくて。

　なんだか切なくなった。

　少女の親子と別れ、近くにあったベンチに座って池を眺めていると、芙美が手作りのクッキーを出してきた。

　心苦しくなったが、食べられない事情を打ち明ける。

　これまでは手作りのものをもらっても「アレルギーがあって」などと、適当に理由を作って断ってきた。

　しかし芙美には正直に話したかった。彼女なら受け入れてくれると思ったから。

　想像していたとおり、芙美は気を悪くするでもなく「気持ち分かります」と、恭二のトラウマを理解してくれた。

　自分自身もトラウマがあるからだろう。

　それが本当に嬉しくて。

　この子となら、心安らかな交際ができるのではないかと。

　この子となら、心身ともに安心して溺れるセックスができるのではないかと。

　そんな予感がしたのだ。

　車で彼女を送り届けた時、初めてのキスをした。

　芙美は拒否反応を示すことなく受け入れ、濃厚なくちづけに懸命に応じてくれた。

　温かな口内を思う存分舐め尽くし、くちびるを解放した時の芙美ときたら。

　色気にあふれていて、艶めいていて、美しくて、このまま押し倒してしまいたくなるほどだった。

　この次はきっと、めくるめくひとときを送ることになるだろう。

　恭二は芙美のために、最高の舞台を用意しようと心に決めた。

　次に会う日を彼女と決めた後、ＮＩＳＨＩＫＩグループが提携しているラグジュアリーホテルのスイートルームを予約する。

　花とケーキも同時に注文しておいた。ケーキは彼女の手作りクッキーを食べられなかったお詫びの気持ちだ。

　映画を観て過ごしてもいい。タブレットとテレビにつなぐケーブルも用意しよう。

　もちろん、避妊具も抜かりなく準備する。

　恭二的には二日間、ここでしっぽりと過ごす予定だった。







「前回は芙美さんが行きたいところに行ったから、今回は俺の行きたいところに行っていい？」

　三度目のデートもまた、恭二が車を出した。

　家には輸入車もあるが、芙美なら国産の方が安心するのではないかと勝手に推測し、前回のデートでは自分が普段乗っている国産車を選んだ。今回も同じ車だ。

　それでも芙美は恐縮しながら「お邪魔します……」と、汚さないように気を使いながら乗り込んでくる。

　今日も今日とて、彼女はきれいだ。買ったばかりだろうワンピースがよく似合っている。

　恭二と出かける時はいつも、こうしておしゃれをしてきてくれるのだから健気だと思う。

　例のトラウマから普段は地味にしているらしいので、華やかな装いをするのには彼女なりの勇気が要ったろう。

　だから自分がよく見られたいというよりは、恭二に恥をかかせてはいけないという気持ちでいるのが、手に取るように分かる。

　助手席に座った彼女に行き先の提案をすると「もちろんです」と、弾んだ口調の答えが返ってきた。

　車は桜浜駅方面へ向かう。渋滞に巻き込まれることもなくスムーズに進み、そしてホテルの地下駐車場へと入る。

「ここ……」

　芙美が不安げに辺りを見回している。

「今日は、ここでゆっくりしようと思うんだ」

　助手席のドアを開くと、芙美はキョロキョロしながら降りてきた。

「ホテル……ですか？」

「そう。うちが提携しているホテル」

　当然のように彼女の手を取り、つないだままエレベーターに乗り、フロントに行く。チェックインを頼むと支配人が出てきた。

　仕事で何度か会ったことがあるので、挨拶をしに来てくれたのだろう。

「錦様、ご利用ありがとうございます。ご予約時にご要望いただいたものはすべてセッティングが済んでおりますので、このままお部屋に向かっていただいて大丈夫です。ご案内いたします」

「ありがとう」

　カードキーを受け取った後、支配人の誘導でＶＩＰ用エレベーターに乗り込み、上層階へ。

「こちらになります」

　重厚な木製の扉が開かれる。

　そこは何種類もの花の香りに満ちていた。

「わぁ……」

　芙美が感嘆の声を上げる。瞳がキラキラと輝いていて、実に女の子らしい。

（可愛いな……）

　恭二は、ふ、と口元を緩めた。

　支配人が一通りの説明を終えて退室すると、芙美が口元を引きつらせて振り返った。

「恭二さん、こんな高級なホテル……大丈夫なんですか？　何かしでかしそうで怖いです」

「緊張してるんだな、芙美さん。大丈夫、ここで何をしでかそうと、見ているのは俺しかいないから」

　意味ありげにそう告げると、恭二はソファに腰を下ろす。

　テーブルの上には注文していたケーキの箱が置かれ、部屋のそこここには花が生けられている。

　テレビにはケーブルでタブレットがつながれていて、いつでも映画が観られるようになっていた。

　芙美は所在なげに立ちすくんだまま、部屋のあちこちに視線を泳がせている。

「さて芙美さん、何をする？　映画も観られるし、ケーキもある。ルームサービスで食事の注文もできる。のんびりとしてもいい。芙美さんがここでしたいことを、なんでもしよう。明日までこの部屋は俺たちだけの空間だから」

　すべてを受け止めるように両手を広げると、芙美はつつつ……とテーブルまで来て、恭二の隣に座った。

　頬を赤く染め上げた芙美は、ごくりと喉を鳴らし、そして──

「したいです。……セックス」

　躊躇うことなく、けれどはにかんでそう言った。

「……そう言うと思った。おいで」

　恭二は立ち上がり、芙美の手を引いた。

　パーラールームの隣にある寝室には、クイーンサイズのベッドが二台並んでいる。

　恭二はその内の一つに、芙美を座らせた。

「あ、私、シャワーを……」

　慌てたように立ち上がろうとした芙美の腕の下に、恭二は自分の手を差し込んだ。

　そのまま持ち上げるようにして、ベッドの奥へと座らせる。

　下ろしてなるものかと言いたげに、退路を塞いで立つ。

「え、恭二さん、何を……」

　不安げに瞳を揺らす芙美に、恭二はにこりと笑った。

　この部屋に一歩足を踏み入れた時から……いや、彼女の話を聞いた時から、見たいと秘かに思っていたのだ。

「──君がひとりでするところを見てみたい」

　恭二はそれはそれはきれいな笑顔で言った。





　＊＊＊






「は……はぁ……ん……」

　達したばかりの身体は、まだひくんひくんと疼いている。

　いつの間にか恭二がそばに来ていた。乱れたブラジャーを外し、足首に引っかかっていたショーツを剥ぎ取り、ベッドの端っこで丸まっていた服もすべて、隣のベッドの上に放った。

　一糸まとわぬ姿になった芙美は、力の入らない四肢をはしたなく投げ出したままだ。

「──すごく、きれいで、いやらしい」

「きょ……じ、さ……」

「まだ満足していないんだろう？　芙美」

　性欲が強くていつもひとりでしている──そのことを知っているのだから、芙美がまだしたいと思っていることを、恭二は分かってるはずだ。

「ん……恭二さん……もっと、したい」

「じゃあ、今度は俺が手伝ってあげるよ」

　本格的にベッドに乗り上げてきた恭二が、芙美に寄り添うように横になり、彼女の肩を抱き寄せる。

　空いている手で芙美の手を取り、濡れた指を舐めた。

「や……っ、汚いのに……っ」

　手を引こうとするが、力を入れられてしまって抜けない。

　おろおろしていると、さらに舐められ、指先にキスをされた。

「ほら、きれいになった」

　恭二はにっこりと笑うと、今度は芙美の胸の先端をくにくにと押しつぶす。

「あんっ、ぁ……っ」

　久しぶりに他人の手で胸を弄られて、ゾクゾクと快感が全身を駆け巡る。

（胸を触られているだけなのに……）

　何をされるのか予測できない分、自分でするよりも、何倍も気持ちがいい。

　ふくらみをむにゅむにゅと揉まれ、乳嘴を摘ままれ、それだけで下腹部が潤んでいくのを感じる。

「はぁっ、あんっ……んっ」

「……気持ちいい？」

「んっ、きもちぃ……っ、もっと……っ」

　我慢できなくて、自分で襞を割ろうとすると、腕を掴まれた。

「こらこら。芙美は我慢できない子なのか？　俺がするから待つんだ。ほら」

　いつの間にか足の方に移動していた恭二が、芙美の両膝裏を持ち上げ、そこに彼女の手を持ってきた。

「こうして自分で支えて……そうそう、いい子だ」

　自ら脚をガバリと開く形になる。はしたないと分かってはいても、見られて感じている自分がいる。

　とろりと新しい蜜が滴り、脚を伝ってシーツに落ちていく。

「あぁほら、こぼしたらダメだろう？」

　恭二が蜜を掬い、芙美の泥濘に戻して塗り込む。

「あんっ……ぁっ」

　ぬるぬると擦られて、くちゅくちゅと音を立てられて、静まっていた欲望が体内でふつふつと温度を上げてくる。

　あふれる愛液を、恭二の指が膣内へそっと押し込んで。

　そのまま何度も何度も出し入れされる。

「あぁっ、やぁ……きもちぃ……っ」

「気持ちいい？　もっと強くする？」

「ん……っ、もっと、強いの……っ」

　抽送の速度が速くなり、じゅぽじゅぽと淫らな音を立てている。

　膣内でくいっと曲げられた恭二の指が、芙美の感じる部分を擦り上げてくるから。

　腰がガクガクと痙攣し始める。

「はぁっ、あ、あ、あ……っん、だめ、も……っ」

　恭二が空いている手で陰梃を剥き出して弾いてきた途端、二度目の波が来た。

「ぅあっ……っ、んんんっ！」

　頭の中が真っ白になり、全身が痺れる。少しして、ずるんと指が抜かれる感触がした。

「……可愛くイケたな、芙美」

　二度達した肢体はとても敏感になっていて、恭二が触れるだけでひくん、と反応した。

　開いたままの脚を閉じることも叶わず……恭二がそこに顔を埋めるのを止めることさえできない。

「きょ、じさ……な、に……？」

「まだまだ足りないだろう？　……芙美は淫乱なんだから」

　蜜口の間近で喋られると、吐息がふっとかかって。それがまた愛撫になり、疼いてしまう。

　刹那、しとどに濡れて光るそこに、生温かい感触が、ねっとりと這った。

「きゃあっ」

　とろんと溶けていた芙美の目が、覚めたようにカッと見開かれた。

　恭二の舌が捻じ込まれ、泥濘を浚っていく。時折じゅる、と音を立てて愛液を啜られる。

「あんっ、ゃ……っ、き、たないからぁ……っ」

「──そんなこと、気にする余裕があるなら、まだまだイケるな……？」

　硬くなった舌先が、花芯をぐりぐりと押し潰す。指とは違うぬめる感覚に、散々甚振られてきた粒芽がさらに真っ赤に爛熟していく。

「あぁんっ、い、くぅ……っ」

　恭二に舐められてものの十数秒で達してしまったが、彼は舌を離してくれない。イッたことなど気づいてもいないのか、それとも気にもしないのか、とにかく芙美のぐずぐずになった密部に埋めた顔を上げようともしない。

「あ、あ、あ、あ……、ゃ、きょ、じ……さ……っんんっ」

「──イケるだけ、イッていいから」

　じゅ、と花芯を吸われ、目の前がチカチカと明滅する。

「はぁっ、も、だめぇ……っ」

　それからまた何度かイカされて。

　何がなんだか分からないまま、芙美は意識を手放した。

　──こんなことは、初めてだった。







「ん……」

　まぶたをうっすらと開けると、寝室は薄暗くなっていた。ナイトテーブルの照明が小さく絞られてついているだけだ。

　ドアの隙間から明かりが漏れているので、向こう側は明るいようだ。

「私……」

　だんだんと焦点が合ってくるのと同時に、自分の状況を思い出した。

（そうだ私、恭二さんにいろいろしてもらって……そのまま気を失ってしまったんだ……）

　慌てて起き上がると、上掛けがはらりと落ちて。

　もちろん、芙美は全裸だった。

「えっと……」

　照明を明るくして辺りを見回すと、隣のベッドの上に、未使用のバスローブが置かれていた。

　とりあえずそれを身体に巻きつけるように着て、寝室のクローゼットを見れば、元々着ていた服がハンガーにかけられていた。

「恭二さん……ここまでしてくれたんだ……」

　申し訳ない気持ちでいっぱいになりながら、パーラールームへ続くドアをそっと開いた。

　恭二はソファに座って映画を観ていた。

「……ん、芙美、起きた？」

　物音に反応してこちらを向いた恭二は、バスローブ姿だった。

「恭二さん……お風呂、入ったの……？」

　ひょっとして、芙美が気を失っている間に何かあったのだろうかと、おろおろしてしまう。その様子を見て、恭二はクスクスと笑った。

「落ち着いて、芙美。君はどこまで覚えてるんだ？」

　問われて、意識があった時のことを考える。

　恭二の前でひとりでして、それから彼に手でしてもらって、その後は──

「あー……っと、恭二さんに……その、舐められたところまで、は」

　かぁっと頬を染めながら、小声で答えた。

「うん、合ってる。その後、芙美は気を失ってしまったからな。俺はそれから芙美の身体を拭いて、シャワーを浴びた。着替えを持ってきてないからバスローブのまま、映画を観てたんだ。ちなみに今は夜の七時。……お腹空いたなら夕食を取ろうか？」

「ご、ごめんなさい。すっかり……寝てしまって……」

　申し訳なさで、言葉尻が小さくなっていく。でも恭二は呆れているでも怒っているでもなく、ただひたすら面白そうに笑っていた。

「そんなに疲れた？」

「心地よい疲労感というかなんというか……」

「それは、気持ちよかったということ？」

「はい」

　あまりの気持ちよさに、何度イッたか覚えていない。

　とろとろに溶かされて、狂おしいほどの甘い快感に翻弄された。

　思い出して、頬が熱くなった。

「じゃあもう満足？　何もしなくていい？」

「え？　……あ」

　芙美の顔の温度が、瞬く間に下がっていく。

　言われてみれば、芙美と恭二はまだ繋がってはいないのだ。自分だけが散々気持ちよくしてもらって、その挙げ句に寝落ちした。

　酷い女だと言われても仕方がない。

「か、重ね重ねすみませんっ。わ、私だけ気持ちよくなっちゃって……寝ちゃって……」

「気持ちよかったんならよかった。……で、これからどうする？　夕飯にする？」

　顔を覗き込まれて尋ねられる。この後のイベントの主導権をこちらに渡してくる恭二に、芙美は目を泳がせた。

　確かに、空腹ではある。しかもかなり。

　でも──

　芙美はおずおずと口を開いた。

「……お腹は空いてますけど、でも私、恭二さんとしたい、です。……ちゃんと、最後まで」

「そうか。じゃあおいで」

　恭二は両手を広げた。

　芙美がおずおずと彼のそばに行くと、腰を引き寄せられる。

「きゃっ」

　バランスを崩した芙美は、恭二の膝に座る形になった。

　間近に恭二の顔と対面して、なんだか気恥ずかしい。

「俺の前であんなオナニーしたのに、まだ恥ずかしいのか？」

「それとこれとはまた別というか……」

「まぁいっか。……これから俺は君を抱くよ。でもその前に、言っておくことがある」

　恭二は神妙な表情で芙美を見据えた。

（何かしら……）

　セックスをしても彼女面しないでほしいとか、そういうことだろうか。

　初めに自分から「セックスだけ」と言っておいたのだから、そう言い渡されても文句はないのだが。ないはずなのだが。

　だけど……少し淋しいと思ってしまうのは、わがままだろうか。

「なんです……か？」

「そう硬い顔をするな。……ただ、セックスをする前に伝えたかっただけだ。……俺たち、恋人同士になろう、って」

「……え？」

　想像していたのとまったく真逆なことを告げられ、芙美はぱちぱちと目を瞬かせた。

「芙美と一緒に出かけたり、話をしてきて……俺たちの価値観とか趣味とかがすごく合うな、って思ったんだ。それから一緒にいてすごく心地がいい。あと……欲望に忠実なところもたまらない。……つまり、芙美が好きなんだ。だから、俺とつきあってほしい」

　恭二の表情が、甘くなった。

「あ……、私……」

　こんなことがあるのだろうか。

　淋しさに少し落ち込んでいたのに、いきなり幸せの領域に引き上げられて。

　感情がジェットコースターに乗せられたような気分だ。

「芙美は？　俺とつきあうのは嫌？」

「い、嫌なわけないです！　……私も、恭二さんのことが好き、です」

　本心を打ち明ければ、恭二の表情がさらに甘さを増した。

「うん。じゃあ、セックスしよう」

　言うが早いか、恭二が芙美のくちびるを塞いだ。

「……っ、ん」

　性急にくちびるを割られ、舌が絡まり合った。

　もう散々、身体の隅々まで見られているのに、これがこの部屋に入ってから初めてのキスだ。

　膝に乗せられたままバスローブの紐を解かれ、はだけさせられる。

　胸をやわやわと揉まれ先端を弄られれば、数時間前に味わった快感を、頭より先に身体が思い出す。

　びくん、と全身が震えた。

「んん……っ」

　とろけるようなキスの間に真裸になった芙美の内腿の隙間に、恭二が手を差し入れる。

「んぁっ」

　ぬち……と、濡れた音が立つ。

「は……、もう濡れてるな。さすが芙美」

　褒められているのかよく分からない言葉をかけられて、恥ずかしくなる。羞恥心がまた新しい愛液を生んでしまう。

　襞のあわいを攪拌されれば、ぐちゅぐちゅと、十分に潤んだ様子がうかがえた。

　さっきまで脚を閉じていたはずなのに、気がつけばだらしなく開いている。

　しかも、恭二の膝の上に向かい合って跨る形で。

　視線を下に移せば、彼のバスローブも紐を解かれていて、身体が露わになっている。

　引き締まった腹筋の下には、完全に兆した肉茎が見えていた。

　腹につかんばかりに勃ち上がっているそれは、触れたらはちきれそうなほどに硬く張り詰めていた。

　見たこともないくらいの質量で、幹にはくっきりと筋が浮かび、亀頭は張り出し、色白できれいな恭二の中で、唯一毒々しい色をしている。

　グロテスクでありながら、どこか芸術的でもあって。

「……」

　図らずも我に返ってしまった芙美は、そこから目が離せなかった。

「──さっき、芙美がひとりでしていた時も、こうなっていたよ。君のを舐めながら、早く挿い入れてしまいたくて仕方がなかった」

　君が寝てしまったから、シャワーを浴びてなんとか鎮めたところだったんだ──そう言われてしまえば、申し訳なくなってしまい。

「ごめんなさい……」

　呟くように謝ると、恭二はいつの間にか手にしていた避妊具を屹立に装着する。そして、芙美の目のまで悠々と扱いてみせた。

「──許してほしかったら、これをどうしてほしいか言うんだ」

　本当は怒ってなどいないのは分かった。けれど、どこかＳっ気を帯びた恭二の言葉は、芙美の下腹の奥をきゅんと疼かせる。

　彼もそれを分かっていて、わざとそんなことを言うのだろう。

　瞳の奥にギラギラとした情欲を色濃く宿しながら、恭二は薄く笑む。

「い、挿入てください……」

「どこに？　挿入てほしいところを自分で広げて」

　芙美は彼の膝から降り、ソファの上に脱いだバスローブを敷いた。すでに太腿に蜜液が滴り落ちた状態では、さすがにそのまま横たわるのはためらわれたから。

　ソファの肘掛け部に置かれたクッションを枕にして横になり、おずおずと脚を広げる。

　座面の奥行きが深いので、そこで両膝を立てて広げるのも普通にできた。

　かなり恥ずかしい格好だが、もうそんなことを言っている余裕は芙美にはない。

　ぱっくりと開いた両襞をさらに自分の指で広げて。

「ここに……恭二さんのを、挿入てほしい、です」

　一連の芙美の様子をつぶさに眺めていた恭二は、くっと笑った。

「ほんっとに君は……自分の欲望に忠実だね。……まぁ、そういうところ、大歓迎だけど。……でも、俺以外にこんなことしたら……どうしようかな」

「し、しない……です！　だって、私……恭二さんじゃないと、ダメ、だから……」

　それは感情論ではなく、純然たる事実。他の男では触れられるのも嫌なのだ。

　そのことは恭二も知っているはずで。

「……そうだね、芙美は俺じゃないとダメだ」

　恭二はバスローブを脱いで同じようにソファに敷く。

　芙美の両膝を脇に抱えるように引き寄せてきて。すぐに秘裂に硬い感触が当たった。

　ぐりぐりと襞を割るように泥濘を浅く行き来して。そして──

「挿入るよ」

　ぼそりと呟かれた次の瞬間、蜜口を押し広げられた。

「ん……っ」

　中をゆっくりと進む陽根は、みちみちと隘路を占めてくる。まるで芙美の身体をすべて明け渡せと主張しているようだ。

　待ち望んでいた、恭二とのセックス。

「ぁ……」

「……芙美の中、うねうねと動いて、俺のにきつく絡みついて……あー……これは……やばいな」

　眉根を寄せた恭二が、苦く笑う。

「いいから、恭二さんの……好き、にしていいです、から」

「そんなこと言ったら、あっという間にイクよ？」

「それでも……いい、です」

「でも、もう少し芙美の膣な内かを堪能させてほしいな」

　すべてを芙美の中に収めた恭二は、上に重なるように身体を倒してきた。二人の裸の胸がぴったりと合わさって気持ちがいい。

　すかさずキスをされて──舌を愛撫されれば、それだけでもう達してしまいそうだ。

「ん、んんっ」

　びくん、と膣口が疼く。

「──こら、あまり締めつけるな。本当にイクから」

　恭二はゆるゆると腰を揺らし始める。

「あんっ、だめ……っ、もう……」

「嘘だ、もうイクのか？」

「んっ、いっ……ちゃ……っ」

　数時間前に散々達して、そしてようやく、恭二と繋がれたのだ。

　気持ちがどうしようもなく昂ぶって仕方がなくて。

　あと数回でも揺さぶられたら──

「──とりあえず、二人とも一回イッておくか」

　待ち望んでいたのは芙美だけじゃないんだからな？　──恭二が甘く囁いて、律動を激しくした。

　ばちゅん、ばちゅん、と、濡れそぼった音が立つ。

「あぁっ、んっ、あぁ……っ、い、く……っ!!」

　本当に数回、穿たれたところで、芙美の隘路がきゅうっと収縮した。恭二の屹立を食い締めたまま、腰がびくんびくんと痙攣する。

「ふ、み……っんとに……はや……っ、く……っ」

　眉間にしわを刻んだ恭二が、震える芙美の掴み、幾度か強く貫いた。

「ぁ……ん、ごめ、なさ……」

「は……芙美は……本当に感度がいいな……」

　芙美から少し遅れて精を吐き出した恭二が、力の抜けた表情で呟く。

　本当に恥ずかしくて、両手で顔を覆ってしまった。

「だ、……って……自分でするより、きもちぃ……」

「あれっぽっちで結論を出しちゃダメだ。……まだ足りないだろう？」

　芙美の中から抜け出した恭二は素早く避妊具を始末し、新しいそれを箱ごと彼女に渡す。

「え？」

「ちょっと持ってて」

　困惑したまま箱を手にした芙美を、恭二が抱き上げる。

「ちょっ……恭二さん、重いから……っ」

「全然重くない」

　芙美は恭二の腕の上で固まるものの、当の本人は涼しい顔だ。

　先ほどまで寝ていたベッドに逆戻り。

　横たわった芙美の手から箱を取り上げて、恭二は再度避妊具を着ける。

「芙美、腰上げられる？」

「ん……」

　本当は下半身にあまり力が入らないが、うつ伏せのままなんとか腰を高く掲げた。

　恭二はベッドサイドに立ったまま、芙美のあられもない姿を眺めた後、手を伸ばした。

「芙美のここ……真っ赤で、ひくひくしてる。まだまだもの足りなさそうだ」

　突き出された臀部を両手で割られ、襞の奥の奥までもが空気に晒される。

「っ、ゃ……見ないで……」

「今さらだけど……うん分かった。もう見ない」

　言うが早いか、恭二はそこにずぷん、と楔を打ち込んだ。

「はぁっ、んっ」

　芙美は顔を枕に突っ伏したまま、シーツを握った。

　全身がビリビリと痺れている。

　恭二はそのまま芙美の腰を掴むと、ガツガツと穿ち始めた。

　高らかに肌を打つ音と、じゅぷじゅぷとそぼ濡れた音が、上品な寝室を淫らに染めている。

「んんっ、んっ、ん……っ」

　くぐもった喘ぎが枕に吸い込まれていく。

　繋がった部分から、新しい蜜がつつ……と脚を伝い落ちた。

　芙美はあえて何も言わないが──というか声にならないので言えないだけなのだが、すでに一度軽く達している。膣壁が蠕動して恭二の熱杭にきつく絡みつき、中へ中へと誘い込む。

「芙美の膣な内かは……本当に貪欲だ。……俺のを離したくないって……言ってる」

「んっ、は……っ、もっとして……っ、強くしてぇ……っ」

　たまらずに顔を上げた芙美が、本音を吐き出す。もっと気持ちよくなりたくて、無意識に腰を揺らす。

「──お願いされたら、聞かないわけに……いかない、な」

　芙美と繋がったままベッドに乗り上げた恭二は、そのまま芙美の肢体をひっくり返し、片足を肩にかつぐ。抽送がぐっと深くなった。

「あぁんっ、あっ、いい……っ、好きぃ……っ」

「俺も……芙美が、好きだ……っ」

　ぐいぐいと深く強く腰を押しつけられ、子宮口が突かれる。

　途端、芙美の全身が総毛立つ。

「あぁ……っ、も……やらぁ……っぅう……っ」

　くちびるからこぼれる声は、まるですすり泣きのようだ。

　気持ちよすぎて、涙があふれる。

　男の人との繋がりがこんなにも気持ちがいいなんて、知らなかった。

　過去、こんなにも……心身ともに甘く痺れて溺れるようなセックスを経験したことはなかったから。

　強く揺さぶられて、こぼれた涙がベッドに散った。

「芙美、またイケそうか……？　イケそうなら……一緒にイク、ぞ」

　芙美を穿つ恭二の肉塊が、さらに質量を増した気がする。

「んっ、んっ、い、く……も、いくぅ……っ」

　二人とも下腹部は芙美の愛液でぬるぬるになっている。

　それがまた気持ちよさを煽ってきて、さらに濡らすのだから……もうどうしようもない。

　強い快感が腹の奥から湧き上がり、芙美の全身を大きく震わせた。

「ぅう……う、うぅぅ……ぅ、んっ、あぁぁああっ!!」

　食いしばった歯の隙間から喘ぎ声が漏れ、最後にひときわ高い声が上がった。

　肢体をしならせた芙美は、何度目かの痙攣をする。

「はぁっ、は……っ、う、くぅ……っ、」

　恭二は最後に苦しそうな唸り声を上げ、芙美の泥濘に幾度か腰を強く打ちつけた。

　二人の荒い息遣いが、後押しとばかりに寝室の湿度を上げた。

　数呼吸の後、隧道から肉杭がずるりと抜かれると、芙美の身体はびくりと反応した。

「──芙美、大丈夫か？」

「平気、です……多分」

　後始末を終えた恭二が戻ってきて、芙美を抱き込んで寝転がった。

「……やっと、芙美のお願いを叶えられたと思うんだけど、どうだった？」

　あの日、芙美の口から出た「セックスをしてください」という不埒な願い。それがようやく実現した。

　恭二はそのことを尋ねているのだろう。

「──すごくすごくすごく……すっごく、よかったです。……ひとりでするより、ずっと気持ちよかった……」

　自分では届かない部分を擦られ、自分ではできない体位で突かれ、それが凄まじい快感をもたらしてくれた。

　何より、好きな人に抱かれるという経験──初めてではなかったものの、こんなにも気持ちがいいのは確実に初めてだった。

「俺も……すっごくよかった。多分、最初に芙美がひとりでしているところを見ていたのがヤバかった。本当は芙美が気を失った後、バスルームで一度抜こうかと思ってたくらい」

　でも抜かなくてよかったと、恭二が笑って言った。

「恭二さん……ありがとうございました。私、またこうして男の人とできるなんて……嬉しかった」

　心の底から恭二には感謝している。それを伝えると、恭二が眉をひそめた。

「なんだか、これで最後みたいな言い方してるけど……これは俺たちの始まりだからな？　芙美、ちゃんと覚えてるか？　俺たちは、もう恋人同士なんだよ」

　芙美を抱きしめる恭二の腕の力が増した。

「わ、分かってます！　……でも、夢みたいで」

　嫌悪感がまったくない相手とこうして結ばれて。とろけるようなセックスまでできた。

　もう一生叶わないと思っていたことだ。

　だけどこうして恭二みたいな素敵な人に抱かれて、幸せすぎて、これは本当に現実なのか──あまりにも現実味がなくて。

　ほわほわとした気持ちのままいると、恭二がちゅ、とキスをしてきた。

「……これが夢だと思ってるなら、現実だと分からせてもいいんだけど？」

　にっこりと含みのある笑みで見つめてくる彼の手が、芙美の腰周りを撫で回していて。

「……え？」

　芙美の身体の中にある情欲の火は、その日、絶えることはなかったのだった。







第四章 思い出してしまったけれど








「芙美、最近雰囲気変わったな」

　ハンディサムの事務所で仕事の報告書を書いていると、理がコーヒー片手に話しかけてきた。

「あ……えっと……そう、ですか？」

　見た目ではそんなに変わった覚えはないので、首を傾げる。

　またおしゃれを楽しめるようになったとはいえ、仕事の時は相変わらず地味な服装だし、メイクもほとんどしていない。

　恭二の前でだけ、以前の自分に戻れる。

「錦さんのおかげ、だな」

　ニシシと歯を見せて笑う理に、芙美は軽く頬を染めつつ目を泳がせる。

　照れくささ半分、仕事の依頼人とおつきあいをすることになった気まずさ半分で、複雑な気持ちだ。

「よかったな。……また男と向き合えるようになって」

　理は芙美がストーカーに遭っている時から、何かと力になってくれた。

　それに、恭二からの依頼の時も芙美が指名されたことを心配して、社長自らバディになってくれた。

　心から信頼している数少ない男性だ。

　だから恭二と恋人同士になったことを、理には報告していた。

　芙美がわずかでもトラウマを克服できたことを、叔父はとても喜んでくれたのだ。

「ありがとう。叔父さん……じゃなくて、社長のおかげです」

「俺は何もしてないよ。芙美が名探偵振りを発揮したのがきっかけだろう？」

「あはは……そうなのかな」

「──幸せになれよ」

　しみじみといった様子で、理が言う。

「ちょっ、そんな話はないから」

　慌てふためいて否定をすると、理がニヤニヤしながら「そうかそうか」とうなずきながら離れていった。

（でも……今が普通に幸せだからなぁ）

　恭二とつきあうようになって一ヶ月ほど経つ。

　彼との交際が順調なためなのか、ここ最近、彼以外の男性に抱いていた嫌悪感が少しだけ薄れてきたような気がする。

　ハンディサムの男性スタッフとの距離が、以前よりも少しだけ縮んだように思う。

　治ったわけではないものの、以前と比べたらだいぶマシになったのではないか。

　それは多分、彼が芙美をとても大切にしてくれているからだ。

　次の週末も、ＮＩＳＨＩＫＩグループのショッピングモールに行く約束をしている。芙美の好きな作家のトークイベントがそこで行われるのを知った恭二が、握手会の整理券を確保してくれたのだ。

　前に映画を観に行った日にミステリー小説の話をしたが、その時に挙げた好きな作家を覚えていてくれたのが、何より嬉しかった。

　週末が楽しみで楽しみで。

　こんなにウキウキした気分で平日を過ごすのは、どれくらいぶりだろうか。

　そうしてやって来た土曜日、モールの大広場で行われたトークイベントに、芙美と恭二は揃って参加した。

「──創作にあたり私が大切にしているのは、リアリティと虚構のバランスです。ファンタジーとは違い、私の作品はすべて現代社会を舞台にしているわけですから、ある程度のリアリティがなければ、読んでいる側は白けてしまいます。しかしそのリアルの中にフィクションを丁寧にバランスよく織り込み、飽きさせないよう展開させていくのが大切であり、難しいところでもあります」

（本物の岸きし本もと先生だぁ……）

　その作家──岸本了りょう悟ごは三十代の男性で、すでに二つの人気シリーズを持っていた。一見穏やかでインテリ味のあるルックスだが、かなり硬派な社会派ドラマの脚本も手がけている。

　作家が語る創作の裏話を、芙美は前のめりになって聞いていた。普段聞けないようなことが、本人の口から語られるのだ。興味が湧かないはずがない。

　あまりに集中していて、隣にいる恭二を忘れてしまいそうになったくらい。

　小一時間のトークが終わると、最後に握手会が行われた。これは整理券を持っている人だけの特権だ。

　恭二が確保してくれた整理券は一枚だったので、芙美だけが列に並んだ。

　握手をしてもらえる上に、直筆サイン入りの新作のフライヤーまでくれるというのだから太っ腹だ。

　芙美の番になり、作品について熱く語りながら握手をしてもらった。

　その瞬間、背筋にぞわりと寒いものを感じた。

（……っ）

　思わず振りほどきそうになったが堪え、笑顔のままでフライヤーを受け取った。

　ふらつく足をなんとか前に進め、握手会の会場から離れたところにいた恭二の元に行くと、彼が心配そうに芙美の額に手を当てた。

　顔を覗き込まれ、図らずも目が潤んだ。

「芙美、顔色があまりよくないけど大丈夫か？」

「うん……大丈夫」

　絞り出した声は震えていた。あまり大丈夫ではないが、彼に心配をかけたくはない。

　手の平には脂汗が滲んでいる。両手を擦り合わせていると、恭二がその手を取った。

「ちょっと座ろう」

　広場からほど近いフードコートまで手を引かれ、空いている椅子に座るよう促される。

　腰を下ろすと、恭二が「飲み物を買ってくるから待ってて」と言い、近くの売店に向かっていった。

「ふう……」

　先ほど握手をした手をグーパーしてみる。

　今、恭二から手を引かれた時は、何も感じなかった。むしろもっとつないでいたいとさえ思う。

　でも岸本の手に触れた時、過去に置いてきたはずの感覚がぶわりと思い出されて、鳥肌が立った。

　あれだけ憧れていた作家なのに、だ。

（全然治ってない……）

　少しはよくなった気がしていたのだが、そうではなかった。

　やはり恭二が特別なのだ。

　他の男性に感じる嫌悪と、恭二に対する温かい気持ちとの狭間で、芙美の感情はぐちゃぐちゃに攪拌されて。

　少し気分が悪かった。

「──なぁ」

　うつむいたまま手の平を見つめていると、上から声が落ちてきた。

　見上げると、背の高い男が芙美を見下ろしている。美形で見るからにセレブな雰囲気をまとっていた。

「なんでしょうか……？」

　彼の目には、明らかに好意ではない感情が宿っていて。

　肌の表面にゾクゾクと寒気が走った。

「おまえ……恭二の何？」

「え？　あ、私……恭二さんとおつきあい、させていただいていて……」

（恭二さんのご家族かお友達……？）

　よくよく見れば、その顔は恭二に似ている気がする。

　芙美が彼と一緒にいるところを見かけて、声をかけてきたのだろうか。

「金が目的なら、今すぐ別れろ」

「……え？」

　突然言い放たれた言葉に、芙美は一瞬、反論ができなかった。

「どうせ恭二が金持ちのイケメンだから近づいたんだろうが、おまえみたいな女にあいつはもったいないんだよ。なんなら俺が手切れ金をくれてやるから、もっと分相応な男とつきあえ」

（この人は、何を言っているの……？）

　初対面でこんな風に言われるほど、悪い行いはしていないつもりだ。

　それなのに目の前の男は、芙美が恭二を騙している体で詰め寄ってくる。

　心臓がバクバクと大きく鼓動を打ち、手の平にはまた脂汗が浮いてきた。

「……」

　胸に手を当てて深呼吸をする。

「……おい、聞いてんのかよ！」

　男が芙美の手を取った。

　刹那、くらりとめまいがした。

　数年前、芙美をつけ回した男の言葉が頭の中で反響する。

『おまえには俺しかいねぇだろ？』

『この俺が、好きだって言ってやってんのに拒否するなって』

『いい加減、俺の女になれって言ってんのが分からねぇのかよ！』

　芙美の顔から色が抜け落ち、身体がガタガタと震え出す。

「や、めて……」

　声を出すけれど、力が入らない。その時──

「芙美！」

　耳に馴染んだ声がして、フッと身体が軽くなった。

　恭二が男を突き飛ばし、手にしていた紙コップをテーブルに置き、倒れそうになった芙美の身体を椅子の背もたれごと抱きしめた。

「きょ……じ、さ……」

「大丈夫か？　芙美。顔色真っ青じゃないか。……これ飲んで」

　テーブルの紙コップを芙美の手に持たせてくれた。

　すでにストローが差し込まれていたそれは、アイスティーだった。

　こくんこくんと、ふたくちほど喉に流し込み、芙美はそれから大きく深呼吸をした。

「──おい、恭二……その女……」

　芙美を問い詰めていた男が、戸惑いがちに声をかけてきた。

「……兄さん、一体、芙美に何をした？」

　今まで芙美が聞いたこともないような、冷たく低い声音だった。

　見ると、恭二は後ろに立っていた男を睨みつけている。

　芙美が思っていたとおり、どうやら恭二の兄のようだ。

　以前、彼には兄がいると話してくれたのを思い出した。

「俺は……っ、またおまえが女に騙されてるんじゃないか、って心配して……」

「心配していたら、人前で女性を貶めても許されるのか？　芙美は、俺以外の男はダメなんだよ。可哀想に……こんなに脂汗をかいてるじゃないか。これで芙美のトラウマが酷くなりでもしたら、兄さんどう責任取るんだ？」

「いや、でも……」

「心配してくれるのは嬉しいけど、俺のことを小学生の子どもとでも思ってないか？　頼むから、俺の心配をするより、家族のことになるとすぐ暴走するそのクセを直してくれ。……じゃないと、芙美の件で法的手段を執るからな」

　冷たく放たれた恭二の言葉に、彼の兄はぐぅと唸った後、ガシガシと己の頭を掻いた。

「……分かったよ」

「芙美、大丈夫か？　立てるようならもう帰ろう」

　恭二が芙美の顔を覗き込んできた。

「ん……もう大丈夫。立てます」

　ゆっくりと立ち上がる身体を、恭二が支えてくれる。

　さっきまで頬も指先も冷たくなっていたが、彼が優しい声をかけてくれただけで、体温が戻ってきた。

　地面をしっかりと踏みしめた後、芙美は深呼吸をした。

「大丈夫そうだな。……よかった」

　恭二もホッとしたように笑った。

「ご心配おかけしました、恭二さん」

「いいんだ。……今日はもう芙美は兄さんの顔を見るのも嫌だと思うから、このまま帰るけど、後日きちんと謝罪してもらうから、そのつもりで」

「……あぁ」

　低い声で告げると、恭二は芙美の手を引いて歩き出した。

　去り際に彼の兄の顔を盗み見れば、どこか気まずげな、それでいて傷ついたような表情をしていた。

　地下駐車場の車まで戻ると、恭二が頭を下げた。

「芙美、不快な思いをさせて本当に申し訳なかった。……もう分かってると思うが、あれは俺の兄の邦くに一かずだ。家族が好きなあまり、すぐあんな風に他人に牙を剥く。人を子ども扱いするくせに、自分が一番大人げないんだ」

　恭二はひたすら申し訳なさげな顔で謝罪しているが、芙美はなんだかほっこりしてしまった。

　あんな風に詰め寄られてしまったけれど、それが弟を思うがゆえの暴走だったと聞かされれば、恐怖も和らいでくる。

「お兄様に愛されてるんですね、恭二さん」

「たとえそうだとしても、芙美にしたことは許されることじゃない。よりにもよって、君にあんな乱暴に……怖かったろう？」

　邦一に掴まれた腕をそっと撫でられ、そこで初めて気を抜くことができた。

「正直言えば、すごく怖かったです。……ストーカーに怒鳴られた時のことを思い出して、血の気が引きました」

「握手会のすぐ後に顔色が悪かったのも、岸本先生と握手したからなんだな？」

「……はい」

　芙美は正直に話した。

　恭二とつきあうようになってから、少しは男性恐怖症がマシになったのではないかと思い込んでいたけれど、全然治っていなかった。

　岸本にしても邦一にしても、触れられただけでぞわりと嫌悪感が湧いてきた。

　やっぱり、恭二だけが特別なんだと。

「私……一生こんな体質で生きていかなきゃならないのかも」

　男性と触れ合うこともできず、一生結婚もできず──

　苦笑いでそんなことを呟くと、恭二が車のエンジンをかけた。

「……ともかく、俺の部屋に行こう」

　恭二の自宅に行くのは三度目だ。

　都内の中層マンションの一番上のフロアに、彼の部屋はある。

　背中に手を添えられながら室内に入ると、恭二の匂いがした。

「恭二さんのお部屋、いつもきれいに片づいてますね」

　今日みたいに突発的に訪れることになっても、散らかっているのを見たことがない。

　すべてクローゼットにしまってあるのか、余計なものが外に出ていない。

「いつ芙美が来てもいいように、散らかさないようにしているんだ」

「ふふ、そうなんですか？」

　恭二は芙美をリビングのソファまで連れてきて、そのまま座らせてくれた。

「温かいココアでも飲むか？」

「あ……はい、淹れてくれるんですか？」

「もちろん、俺が心を込めて作らせていただきます」

　胸に手を当てて恭しく一礼すると、恭二はキッチンへ入っていった。

（恭二さん、ほんと優しいな……）

　こんなに優しい人だ。兄の邦一が心配するのも分かる気がする。

（エッチの時はちょっと意地悪だけど……）

　セックスの時にされたことを思い出し、かぁっと頬が熱くなる。

　身体の奥で欲が頭をもたげて、ずくずくと疼く。

「──どうして顔が赤いんだ？　熱でもある？」

　湯気が立つマグカップをテーブルに置くと、恭二は芙美の額に手を当てた。

「ち、違うの、熱はない、です」

「確かに熱はない。ならどうして？　ますます顔が赤くなってるけど」

「……っ、な、なんでもない」

　恥ずかしそうにうつむく芙美を見て何かを察したのか、恭二は彼女の額に置いていた手を、首筋まで滑らせた。

　首周りまでもが瞬く間に熱くなっていく。

「──ひょっとして芙美、発情してる？」

「っ！」

　ズバリ言い当てられて、ますます体温が高くなった。

　恭二はニヤリと笑い、ちゅ、とくちびるにキスを落とした。

「芙美は本当にいやらしいな」

「私がこんな風になるの、恭二さんだけだもん……」

「そうだな、俺だけだ」

　やんわりと頭を撫でられて、すごく気持ちがいい。そう感じるのは恭二だからだ。

　きっとこの手が彼の兄なら、すぐにでも逃げ出したくなっただろう。

　でも──

「私、このまま他の男の人が苦手なままでいいのかな、って……」

　今までは漠然と男性が苦手でも仕方がないと思っていた。恭二とつきあってからは認識が拗れて、自分は普通に戻れたんじゃないかと勘違いしていた。

　けれど、先ほどの岸本と邦一の件で、やっぱり自分は正常ではないのだと思い知らされたのだ。

「芙美はこのままじゃいけないと思ってるんだ？」

「いけないというか……」

　恭二と出逢って、人の温もりを、抱かれる悦びを思い出してしまった。

　確かにそれは、自分が望んだことではあるのだけれど。

　この先、もし彼と別れるはめになったとして、次に他の男性とつきあえる気がしない。

　それを思い知った時、ひとりの自分に耐えられるのだろうか。

　勝手に想像して、怖くなってしまうのだ。

「それなら、一生俺だけでいいんじゃないか？」

　恭二が芙美の頭を撫でたまま、顔を覗き込んできた。

「え？」

「芙美が……俺しかダメなように、俺だってもう、芙美以外の女性とつきあえる気がしないんだ」

　思いがけない言葉に、芙美は何度も目を瞬かせた。

「それって……」

　数瞬の後、恭二は穏やかな声音で告げた。

「俺たち、結婚を視野に入れてつきあっていかないか？」

「恭二さん……」

「前にも言ったけど、芙美の優しいところや、人の気持ちに寄り添えるところ、好きな小説や映画について、楽しく語ってくれるところが好きだ。……それから、俺を見ていやらしいことを考えてしまうところも……大好きだ」

　そっと抱きしめられた。

　心がきゅっと甘く締めつけられる思いがした。

「私も……恭二さんが好き。優しくて、でもちょっと意地悪で、私のことを理解してくれて、こうして抱きしめてくれて……全部が大好き」

「じゃあこれから、結婚に向けて少しずつ動いていこうか」

「……うん」

　しばらく抱き合った後、芙美は身体を離した。愛しい人の瞳をじっと見つめる。

「？　どうした？」

「……したい」

「何を？」

　芙美の潤んだ目を見て、なんのことかすぐに分かったくせに、わざと知らない振りをするのだから。

　やっぱり意地悪だと、芙美はくちびるを尖らせた。

「……恭二さんの、舐めたい」

　さすがにその答えは想像していなかったのか、恭二は面食らったように目を見開いて──そして、笑った。

「いいよ。俺の身体は芙美のものだ。好きにしていい」

　恭二はホールドアップしてから、ソファの上で身体の力を抜いた。

　芙美はソファの上から降りると、恭二の両脚の間で跪いた。

　そっと手を伸ばして彼のパンツのボタンを外し、ファスナーを下げる。

　前立てを寛げると、濃紺の下着が現れた。

「……」

　一瞬躊躇ったものの、意を決してボクサーパンツの縁に手をかけ、ゆっくりとずらす。

　まだ兆していない雄根をそっと取り出す。

（熱い……）

　体温はさほど変わらないはずなのに、何故か熱く感じてしまう。

　両手で包むようにして支えると、手の中で硬くなっていくのが分かった。

　見る間に質量を増していく屹立を目の当たりにして、芙美はごくりと生唾を飲み込んだ。

　手でゆっくりと扱いていくと、先端から雫が湧き出すのが見えた。

　芙美は舌を伸ばし、それをぺろりと舐めた。ひくん、と恭二の熱杭が揺れた。

　苦みと塩気の混じったような味が、口の中に広がった。

　少し前まで柔らかかったそれは、もうすっかり崛起していて、幹には血管が浮き出ている。

　張り出した亀頭の先にちゅ、とキスをすると、そのまま包み込むように口の中へと迎え入れた。

「……っ」

　恭二の息を呑む音が、かすかに聞こえた。

　すべてを口腔内に収めることはできなかったので、手も使って奉仕を開始する。

　頭と手を上下に動かしながら、先端と幹に満遍なく唾液をまとわせて。

　濡れた音を立てながら、ちゅうっと吸い上げる。

　時折舌先で幹を辿ったり、舌全体を巻きつけるように舐め上げたりと、自分ができるあらゆる愛撫を繰り返した。

　じゅぷじゅぷと淫靡な音を立てて吸っていると、恭二の息がほんのわずかながら乱れてきた。

　喉の奥の方まで咥えてみれば、苦しさでえずきそうになってしまうが、我慢する。

　ちらりと恭二の顔を見上げると、芙美のしていることをつぶさに見つめている。

「……すごく気持ちいいよ、芙美」

　吐息混じりに囁かれ、ホッとしながら屹立を頬張った。

　亀頭だけを吸い上げながら手で扱いたり、陰嚢をやわやわと揉み込んだりしていると、だんだんと愛おしさが増してくる。

　ただの肉の塊なのに、どうしてこんなにもときめいてしまうのだろうか。

　この熱い楔が自分の秘めた部分を穿つのを想像し、下腹部の奥がきゅんきゅん疼いてしまう。

　もじもじと両脚を擦り合わせていると、恭二が何を思ったのか、芙美の頭を両手で押さえてきた。

「ん……？」

　痛いことでもしてしまったのかと心配になり、思わず口を離す。

「もういいよ、芙美」

「気持ちよくなかった……？」

「いや、気持ちよかった。でも、それより次に進みたい」

「次って……？」

　口元をきゅっと拭って尋ねると、恭二はスッと目を細めた。

「──芙美、俺のを舐めてどれだけ濡れたのか、見せるんだ」

「え……」

「いけない子だなぁ、芙美は。俺にフェラしているのに、自分が気持ちよくなっているんだから」

　わざと意地悪い口調で言う恭二に、顔がかぁっと熱くなる。

「恭二さん……」

「ほら、俺に見せて」

「……」

　芙美は息を呑み、そっと立ち上がった。

　震える手でスカートをたくし上げ、そして、ショーツをゆっくりと下ろした。

　秘部とクロッチの間には、幾筋かの糸が引いていて、ほどなくぷつりと切れた。

「……やっぱり」

　恭二は満足げに笑むと「おいで」と、芙美に手を伸ばした。

　おずおずと近づくと、手の平に何かを載せられた。

　避妊具の袋だ。

「これ……」

「着けてくれる？」

「うん……」

　これを扱うのは初めてではないものの、緊張してしまう。

　中身を傷つけないように開封し、芙美の唾液で濡れている肉茎に、するするとかぶせた。

　完全に兆している雄芯は、熱くて硬い。

　見ているとドキドキしてしまう。

「……これがほしい？」

　ゆっくりと避妊具のしわを伸ばしながら幹を扱き、芙美に見せつけてくる恭二。

　不敵な笑みで、まるで挑発しているようだ。

「ん……」

　芙美はうなずくしかない。

　だってほしいものは仕方がないのだから。

「じゃあ、自分で挿い入れるんだよ」

「……乗っていいの？」

「さっきも言ったけど、俺の身体は芙美のものだから、好きにしていいんだ」

　恭二は深みのある笑みで、両手をホールドアップした。

　座ったままの恭二を跨ぐようにソファに乗り、芙美はしゃがもうとするが。

（スカート邪魔……）

　もどかしげに服を脱ぎ、下に落とし、ブラジャー一枚になった。恥ずかしがってなどいられない。

　硬さを保ったままの屹立に手を添えて、腰を落とす。

　雄肉が秘裂に触れた瞬間、ぬちゅ……と濡れた音を立てた。

　何度か浅瀬を行き来させた後、襞のあわいに亀頭を据えて、そのままぐぐ……っと熱杭を膣内へ迎え入れる。

「ぁ……」

　熱くて太くて硬いそれが隘路を通過するだけで、気持ちよくて仕方がない。

　恭二を見ると、目を閉じてうっとりとしていた。

「ずーっと、芙美の中に入っていたいな……」

「わ、たしも……ずっと恭二さんとこうしていたい」

「……こうしてるだけでいいのか？」

　言いながら、恭二は軽く下から揺らした。

「あっ、だめ……っ。またすぐイッちゃう……」

「いいよ。いつでもイッて」

　恭二がもう一度強めに突き上げると、芙美は甘い悲鳴を上げた。

「あぁんっ、ゃ……恭二さん……っ」

「ほら、芙美が動かないとダメだろう？」

　腰を掴まれて上下に揺さぶられれば、気持ちよさで膣口がきゅうっと締まる。

　バランスが崩れそうになり、芙美は恭二に抱きついた。

　そのまま、上下に律動する。

　潤びた隧道を肉茎が往復するたびに、水音の粘度が上がっていく。

　ずちゅん、ぬちゅん、と、とろみのある音が立った。

　恭二は芙美の頬、首筋にキスを落としてくる。

　くちびるは耳元に辿り着き、耳たぶを食んだ。

「んっ、ゃ……っ」

　抽送を続けながら、芙美は首をすくめた。次の瞬間──

「芙美……愛してるよ」

　耳にぴったりとつけられたくちびるから、優しい声が吹き込まれた。

　途端、芙美の膣内がぎゅぎゅっと収縮する。

「あぁっ……んっ、わ、たしも……っ、あいしてる……っ、あぁん！」

　恭二の舌が芙美の耳孔をぐるりとなぞると、全身が総毛立った。

　そのまま耳の裏まで舐られ、寒気とも愉悦ともつかない感覚がゾクゾクと体内を疾駆する。

　体内の水分がすべて出尽くすのではないかと錯覚するほどの蜜液が、芙美の膣口から染み出していて。

　恭二の下着やパンツすらも、ずぶ濡れにしている。

「あー……もう着替えないとダメ、だな……」

　芙美の耳元で、責めるように囁いてくる。

「ご、め……なさ……っ、あんっ」

「仕方ない……芙美は俺にだけ、こんな風に……なるんだもんな……？」

　いつの間にか、恭二も下から突き上げてきて、二人の強い律動に、ソファがギシギシと悲鳴を上げている。

「んっ、んんっ、恭二さん……だけだからぁ……っ」

「俺以外に……こんなことしたら、ダメだからな……？」

「あぁんっ、わ、かったぁ……っ、んっ、んあっ、あぁっ、も、いっちゃ……っ」

　芙美の動きと恭二の突き上げのタイミングがぴったり合った時に、子宮口を強く突かれてしまう。それが凄まじい快感で、おかしくなってしまいそうだ。

「分かった……二人で……な？」

　それが合図となり、二人の動きはますます激しくなった。繋がった部分から蜜液がしぶく。

　もう、身体も頭の中もぐちゃぐちゃで、ただひたすら快感を追うだけだ。

　恭二の前面に陰核が擦れて、痺れるほどに気持ちがいい。

　無意識に、自分から押しつけてしまう。

　ぬるぬるとしていて、でも和毛でざらざらもして、それが違う刺激になって気が遠くなりそう。

　次の瞬間──

「んっ、い、く……、も、……あぁあああっ」

　芙美の律動が止まる。蜜壁が恭二自身をきつく食い締めた。

「ぐ……っ、ぅ……くっ」

　恭二が芙美を抱きしめる手に力が増し、肉塊が膣内で幾度か蠕動した。

「恭二さん……好き……」

　完全に力の抜けた声で、芙美が告げる。

「俺も……芙美が好きだ」

　しばらくそのままで抱き合っていた。

　お互いの息が整った頃、ようやく芙美はゆるゆると動き出した。

　柔らかくなった雄芯が芙美の中から抜け出る時でさえ、にゅちゅ……と音がして。

「芙美……水分補給した方がよさそうだな」

　恭二が二人の有様を見て苦笑いをした。

「それより……シャワー浴びたいな……」

　芙美もまた、あちこちを濡らした自分の体液の跡を見て、口元をひくつかせた。

「──一緒に入ろうか」

　立ち上がった恭二は自分の服を脱ぎ捨て、芙美のブラジャーをも剥ぎ取ると、彼女を抱き上げる。

　真裸の二人は、そのままバスルームへなだれ込んだのだった。
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「……申し訳なかった」

　邦一が頭を下げた。ほんの少しだけ不本意そうに見えたのは、気のせいではないと思うが、気づかない振りをした。

「もう気にしていませんから大丈夫です」

　芙美は胸の前で両手を振った。隣に立っている恭二が、彼女の腰を抱くように引き寄せた。

「芙美は優しいからこう言ってくれてるけど、兄さん、今度彼女に酷いことをしたら縁を切るからな」

「分かった。もうあんなことはしない」

　あの後、恭二は兄に芙美の事情を説明してくれたようだ。モールでの様子が普通じゃなかったことで、彼も信じて納得してくれたらしい。

　それに、芙美が邦一が思うような女性でないことを伝え続けてくれたおかげで、彼の芙美に対する態度も軟化した。

　そして今日、この間のショッピングモールで謝罪を受けたのだった。

　このモールは邦一がオープンに携わっているので、時折視察に来ているらしい。

「芙美とは結婚を前提につきあってるから、兄さんもそのつもりでいてほしい。その内、父さんと母さんにも紹介するから」

　真剣に言葉を紡ぐ弟に、邦一は目を見張り──数瞬後、目元の力を緩めてフッと笑った。

「そうか。恭二もついに相手を決めたんだな。俺が言うのもなんだが、よかったな」

「ありがとう」

「芙美さん、弟をよろしく頼みます」

　邦一が芙美にもう一度頭を下げた。これまでとは違う、真剣な表情だった。

「はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

　去っていく邦一の後ろ姿を二人で見送って。

「芙美、あんな簡単に許してしまっていいのか？」

　恭二が心配そうに声をかけてくれる。

「うん、大丈夫。引きずっていても仕方がないでしょう？　それに、これから長いつきあいになると思うし、変なわだかまりとか残しておきたくないの」

「……それもそうだな」

　芙美のことを案じてくれているのが、声音で分かる。でも大丈夫だ。

　実は恭二は先日、「今度、芙美が作ったお菓子を食べてみたい」と言ってくれて。だから今日は、彼の部屋で一緒にスコーンを作ることになった。

　恭二がそこまでしてくれるのだ。芙美だって、彼の家族とは歩み寄っていくことが大切だと思った。

「あと、前に言ってたじゃない、お兄様は悪い人ではないって。恭二さんがそう言うなら、やっぱり仲よくしたいし……」

　体質のことがあるから、あまり近づくことはできないけれど──そう言おうとしたら、後ろからぎゅっと抱きしめられた。

「──あまり仲よくされると、やきもちを焼いてしまうからほどほどに」

　拗ねたように囁かれた言葉に、芙美の心がふにゃんと柔らかくなる。

　つきあっている人の嫉妬がこんなに嬉しいものだなんて、知らなかった。

　ストーカーから「他の男と話すな」と言われた時は、恐怖しか感じなかったのに。

（一緒にしたら恭二さんが可哀想よね……）

　比べてしまった自分を、叱りたくなった。

「この後、どうする？　恭二さん」

「──今日はもう、部屋に帰ろう」

「ん？　どうして？」

　まだお昼前だ。昼食を食べてから帰ってもいいのに。

　今日は土曜日だから、夜スコーンを作って明日の朝ご飯に食べてもいい。時間はまだまだあるのだ。

　恭二は急かすように芙美の身体を揺すってきた。

　首を傾げて問うと、恭二は耳元にくちびるをつけて。

「……芙美がひとりでするところを、また見たい」

　そんなことを言い出した。

　瞬く間に芙美の顔を上気する。

「な、なんでいきなり……っ」

「兄さんにも誰にも見せない、俺だけの芙美が見たいから」

「……っ」

（あぁもう……これは）

　すでにやきもちを焼いているのだ。おまけに、彼が発したそれは、完全に発情しかけた声だ。

　芙美の身体の奥がずくん、と疼き、総毛だった身体がふるっと震えた。

　彼の発情がすっかり感う染つってしまったではないかと、少しだけ拗ねてしまう。

　芙美は恭二の服をきゅっと摘まんで。

「……早く帰ろう？」

　潤んだ瞳で彼を見上げたのだった。


（終）
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　こんにちは、もしくは初めまして。沢さ渡わたり奈な々な子こと申します。

　濃蜜ラブルージュ様では二作目となる「極上御曹司は滾る恋情を抑えられない　～奥手なのに猛烈な溺愛で包囲されてます～」をお読みいただき、ありがとうございます。

　今作のヒロインは「男性恐怖症なのに性欲が強い女の子」です。ストーカーに遭ったことがトラウマになって男の人が怖くなってしまった芙美。そんな彼女が何故かヒーローの恭二には恐怖を感じなかったものですから、思わず「私とセックスしてほしい」とお願いしてしまいます。なんという怖いもの知らずなんでしょう。

　恭二は恭二で、女性に対して苦い想い出を持っていますから、芙美にもそう簡単には触れたりしません。そこが逆に芙美から信用されるエッセンスになるのですから、何が好感度アップにつながるか分かりませんね。

　段階を経てようやく結ばれますが、芙美は恭二の前で一人でさせられたり。彼はなかなかＳっ気ありますよね。芙美の自慰、そして初めて恭二と繋がるシーンなど、少しでもドキドキしてもらえましたでしょうか……？

　私自身が一番気に入っているのは、芙美がオルゴールの贈り主を突き止めるところです。ほんのちょっぴり謎解き風味にしてみました。オルゴールの秘密から紐解かれる成就しなかった恋愛模様、それを皆様にも楽しんでいただければ嬉しく思います。

　さて、今作のイラストを担当してくださったのは小こ島じまきいち先生です。

　色気と可愛さが混在する美麗なイラストで、うっとりする表紙が出来上がりました。芙美のランジェリーがとってもエッチで可愛いですし、恭二はめちゃくちゃカッコイイ！　いやらしいのにどこか品があるイラストが、拙作をグレードアップさせてくれてありがたい限りです。

　小島先生、素敵な表紙をありがとうございました。

　最後になりますが、リリースに至るまでサポートしてくださった担当様を初めとする編集部の皆様方、この作品をお読みくださった読者様方、すべての人に感謝いたします。

　またどこかで会えることを祈っております。






沢渡奈々子（@chippedsharkfin）










【著者紹介】

ＴＬ書きですが叙述ミステリーも大好物です。

オススメがあれば教えてください。







濃蜜ラブルージュ

極ごく上じょう御おん曹ぞう司しは滾たぎる恋れん情じょうを抑おさえられない

～奥おく手てなのに猛もう烈れつな溺でき愛あいで包ほう囲いされてます～
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●著作権に関して
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